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北
海
道
の
未
来
を
、
ど
う
歩
む
の
か
。

ヒ
ン
ト
は
、「
人
」
と
「
地
域
」
に
眠
っ
て
い
る
。
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人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
加
速
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
と
地
方
の
衰
退
、
出
遅

れ
が
目
立
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
待
っ
た
な
し
の
地
球
環
境
問
題
。
ま
さ
に
混
迷
の
時

代
に
日
本
が
抱
え
る
課
題
は
、
北
海
道
の
課
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
済
活
動
の
方
向
性
を
根
本
的
に
変
え
る
、
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

見
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、
今
は
ま
さ
に
、
高
付
加
価
値
化
や
知
識
集
約
型
産
業
の
拡
大

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
国
土
の
５
分
の
１
以
上
と

い
う
広
大
な
大
地
、
豊
富
な
自
然
資
本
を
有
す
る
北
海
道
は
、
地
域
独
自
の
新
た
な
方

向
と
戦
略
を
自
分
達
の
手
で
生
み
出
し
、
知
識
と
創
造
性
を
核
と
し
た
経
済
活
性
化
を

図
る
可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
毎
号
テ
ー
マ
別
に
、「
世
界
水
準
の
価
値
創
出
」
や
「
持
続
可
能
な

地
域
の
活
動
・
産
業
」
の
動
き
に
つ
い
て
、
学
識
者
や
有
識
者
と
共
に
道
内
各
地
で
現

地
取
材
し
、
そ
の
活
動
が
育
ま
れ
た
歴
史
や
背
景
、
課
題
と
そ
の
克
服
方
法
な
ど
を
事

例
と
し
て
調
査
報
告
す
る
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
、
産
業
の
発
展
、
自
然
環
境
の
保

全
や
生
活
の
質
の
豊
か
さ
向
上
な
ど
、
複
雑
化
し
な
が
ら
存
在
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

北
海
道
に
と
っ
て
、
最
大
の
財
産
と
な
る
観
光
資
源
は
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル
の
自
然
環

境
で
あ
る
。
山
岳
や
原
生
林
、
湿
原
な
ど
を
内
包
す
る
自
然
公
園
が
、
北
海
道
の
��
％

以
上
を
占
め
、
直
近
で
は
国
内
で
��
か
所
目
の
国
立
公
園
「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立

公
園
」
が
新
た
に
指
定
。
貴
重
な
自
然
環
境
の
保
全
活
動
と
観
光
利
用
と
い
う
課
題
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
保
全
と
利
活
用
の
両
論
が
課
題
と
な
る
も
う
一
つ
の
観
光
資
源
が
、
北
海
道

各
地
の
歴
史
を
伝
え
る
建
築
遺
産
や
街
並
み
の
数
々
で
あ
る
。
失
わ
れ
て
し
ま
え
ば
二

度
と
戻
ら
な
い
、
貴
重
な
建
築
を
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
。
さ
ら
に
は
、
近
年
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
と
人
間
の
社
会
生
活

と
の
間
で
生
じ
て
い
る
軋
轢
。
い
ず
れ
も
、
と
も
す
れ
ば
相
容
れ
な
い
、
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

本
号
で
は
、
自
然
や
野
生
動
物
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
護
・
保
全
と
、
人
の
社
会
生

活
や
観
光
利
用
な
ど
の
経
済
活
動
で
生
じ
る
、
相
反
す
る
課
題
解
決
に
向
き
合
う
道
内

各
地
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

ご
寄
稿
頂
い
た
有
識
者
の
基
調
レ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
思
索
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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し
て
い
る
の
だ
が
、
道
内
出
身
者

で
さ
え
そ
の
成
り
立
ち
を
知
ら
な

い
学
生
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
त
業
で
「
北
海
道

十
勝
に
来
て
自
然
に
関
す
る
こ
と

で
感
動
し
た
こ
と
は
Կ
か
」
と
い

う
問
い
を
受
ߨ
生
に
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
第
一
位
は
大
学
の
キ
Ỿ

ン
パ
ス
内
に
エ
ゾ
リ
ス
が
い
る
事

で
あ
っ
た
。
第
二
位
が
「
日
高
の

山
ฒ
み
の
࿢
ま
で
見
通
せ
る
こ
と
」

で
あ
っ
た
。
੖
天
の
多
い
十
勝
で
、

ຖ
ே
通
勤
の
た
び
に
見
る
こ
と
の

で
き
る
日
高
の
山
々
は
、
私
が
こ

の
地
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
感

じ
る
さ
さ
や
か
な
ࢸ
෱
の
時
の
一

つ
で
あ
る
。

そ
の
日
高
山
脈
が
こ
の
度
「
日

高
山
脈
ۗ
ী
十
勝
」
と
い
う
໊
শ

で
国
立
公
園
化
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
当
初
は
２
０
２
１
年
度
末
に

国
立
公
園
の
指
定
を
目
指
し
て
い

た
が
、
予
定
が
後
ろ
に
ず
れ
込
み
、

２
０
２
４
年
5
月
22
日
の
環
境
省

の
ࢾ
問
機
関
・
中
ԝ
環
境
৹
議
会

の
自
然
環
境
部
会
で
指
定
す
る
こ

と
が
決
定
。
同
年
6
月
25
日
に
正

式
に
指
定
さ
れ
、
国
内
最
大
の
国

立
公
園
が
஀
生
し
た
。

こ
の
国
立
公
園
化
に
関
し
て
は
、

࿩
題
と
な
り
は
じ
め
た
２
０
２
１

年
か
ら
こ
れ
ま
で
の
新
聞
な
ど
の

報
道
を
௥
っ
て
見
て
も
、
必
ず
し

も
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
ӡ
ん
で
は

こ
な
か
っ
た
。
日
高
側
の
地
ݖ
者

と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
、
一
時

は
調
整
が
整
っ
た
地
域
か
ら
先
行

指
定
か
、
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
。

ま
た
໊
শ
に
「
十
勝
」
を
入
れ
る

か
ど
う
か
の
࿦
議
に
つ
い
て
も
、

最
終
的
に
は
多
数
決
と
い
う
ҟ
例

の
ख
ஈ
で
決
定
し
た
。
こ
れ
ら
の

問
題
は
׬
全
に
解
消
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
今
後
、
国
立
公
園
化

が
決
定
し
た
の
ち
の
公
園
管
理
・

利
用
に
も
関
係
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

日
高
山
脈
の
あ
ら
ま
し

日
高
山
脈
は
Ր
山
活
動
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
大
雪
の
山
々
と

ҧ
っ
て
、
大
ن
໛
な
地
֪
の
ม
動

に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
山
脈
で

あ
る
。
約
１
３
０
０
万
年
前
に
北

海
道
の
中
ԝ
部
で
二
つ
の
ڊ
大
プ

レ
ー
ト
で
あ
る
Ϣ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー

ト
（
日
高
側
）
と
北
ถ
プ
レ
ー
ト

（
十
勝
側
）
が
ি
ಥ
し
て
出
来
た

も
の
で
あ
る
。
西
側
と
東
側
の
プ

レ
ー
ト
が
そ
れ
ͧ
れ
め
く
れ
上
が

り
、
東
側
の
プ
レ
ー
ト
が
西
側
の

上
に
෴
い
か
ぶ
さ
っ
て
日
高
山
脈

と
な
っ
た
。
日
高
側
の
ア
ポ
イ
岳

周
辺
に
は
広
大
な
面
積
で
か
ん
ら

ん
ؠ
の
࿐
出
が
見
ら
れ
、「
ຈ
ຬ

か
ん
ら
ん
ؠ
体
」
と
呼
ば
れ
、
世

界
的
に
も
و
重
な
地
࣭
で
あ
る
。

日
高
山
脈
は
北
海
道
།
一
の

「
山
脈
」
で
、
山
脈
の
定
ٛ
は
例

え
ば
「
平
地
の
間
に
ڬ
ま
れ
る
、

細
長
く
࿈
続
的
に
伸
び
る
山
地
」

で
あ
り
、「
特
に
ݦ
ஶ
な
脈
状
を

な
す
山
地
を
い
う
」
と
あ
る
。
最

日
高
山
脈
は
思
い
出
の
地
で
あ

る
。
ଔ
業
研
究
で
ほ
ぼ
そ
の
中
ԝ

部
に
位
置
す
る
΃
テ
ガ
リ
岳
に
ొ

山
し
、
࿢
の
造
林
小
԰
で
50
日
以

上
を
過
͝
し
て
動
物
の
調
査
を

行
っ
た
。
今
か
ら
45
年
も
ੲ
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
全
道
の

ヒ
グ
マ
の
個
体
数
は
２
０
０
０
〜

３
０
０
０
頭
と
推
定
さ
れ
、
エ
ゾ

シ
カ
も
平
地
で
は
௝
し
い
動
物

だ
っ
た
。
そ
の
大
型
の
獣
に
日
高

の
調
査
で
は
ຖ
日
の
よ
う
に
遭
遇

す
る
。
あ
る
൩
、
コ
ウ
モ
リ
の
調

査
の
た
め
か
す
み
໢
を
ு
っ
て
、

࠲
っ
て
待
機
し
て
い
た
ら
、
す
ぐ

後
ろ
で
フ
ッ
と
い
う
ඓ
息
が
聞
こ

え
、
大
き
な
動
物
（
ク
マ
）
が
Ώ
っ

く
り
と
ԕ
͟
か
っ
て
Ώ
く
気
配
が

し
た
。
そ
れ
以
降
ڪ
ා
で
夜
の
調

査
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
と
に
か

く
大
型
の
ク
マ
・
シ
カ
か
ら
、
小

型
の
ネ
ズ
ミ
類
に
ࢸ
る
ま
で
日
高

は
そ
の
࣭
も
量
も
ܻ
ҧ
い
に
多
い

場
所
だ
っ
た
。

私
の
勤
務
す
る
帯
広
ச
産
大
学

は
一
学
年
２
５
０
人
の
小
さ
な
大

学
で
あ
る
が
、
学
生
の
６
ׂ
5
分

か
ら
７
ׂ
が
本
州
以
南
か
ら
や
っ

て
来
る
。
そ
こ
で
1
年
生
の
学
生

を
対
৅
に
北
海
道
や
十
勝
地
方
の

「
イ
ロ
ϋ
」
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
「
十
勝
学
」
と
い
う
त
業
を
開

ߨ
し
て
、
十
勝
の
歴
史
・
産
業
や

自
然
に
関
す
る
ߨ
ٛ
を
行
っ
て
い

る
。
ߨ
ٛ
の
中
で
東
大
雪
や
日
高

山
脈
の
成
り
立
ち
を
؆
単
に
紹
介

国
内
35
カ
所
目
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝

国
立
公
園
」。桁
外
れ
に
広
大
な
原
生
の
自
然
環
境
に
希
少
種
の
動
物
・
昆
虫

が
生
息
し
、固
有
種
の
高
山
植
物
も
数
多
い
。貴
重
か
つ
脆
弱
な
自
然
の
保

全
と
、観
光
に
よ
る
地
域
振
興
の
両
立
に
、私
達
は
い
か
に
向
き
合
う
べ
き

な
の
か
。野
生
動
物
管
理
学
を
専
門
と
す
る
柳
川
久
教
授
に
ご
寄
稿
頂
い
た
。

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

日
高
山
脈
の
国
立
公
園
化
で
問
わ
れ
る
課
題

─
原
生
の
貴
重
な
自
然
を
維
持
・
保
全
す
る
た
め
に
─

特
集
1  

国
立
公
園
の
利
用
と
保
全

基
調
レ
ポ
ー
ト

やながわ・ひさし／野生鳥獣の生
態や保護管理に関する教育・研
究のほか帯広畜産大学理事・副
学長として大学の運営に携わる。
他に帯広市教育委員、北海道開
発局や北海道、十勝管内市町村
の各種委員など幅広く活動。『野
生動物のロードキル』『北の大地
に輝く命』（いずれも東京大学出
版会）など著書・論文多数。

༄઒　ٱ
帯広畜産大学
名誉教授

特集�  ެཱࠃԂͷར༻とอશ  基調レポート 

೔຺ࢁߴͷެཱࠃԂԽͰ໰ΘΕる՝୊�

日຺ࢁߴをߏ੒するַࢁの一 「ͭ十勝ຈ৲ַ」ࢁ௖からの෩ܠ。（写真提供／தࡳ಺ଜڠޫ؍ձ）

アポΠַジオύークϏジターηンターでは「日຺ࢁߴの੒Γཱͪ」なͲをύωル΍ジオϥマなͲで分かΓ΍す లࣔ͘している。
（ձٞڠொアポΠַジオύークਪਐࣅ༷／ྉ提供ࢿ）

๺ւ道のഎࠎといわれる༤େな日຺ࢁߴのࢁฒΈ。
（写真提供／ϐクスタ）
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（
林
野
庁
の
国
有
林
・
北
海
道
有

林
）
で
、
自
然
環
境
保
全
に
適
し

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ᶇ
農
業
・

ச
産
業
・
林
業
・
地
下
資
源
の
開

発
や
道
路
建
設
な
ど
、
֤
種
の
開

発
に
よ
る
自
然
破
壊
の
ڪ
れ
が
少

な
く
、
ᶈ
主
要
な
山
岳
や
ܢ
流
は
、

ొ
山
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
や
野

外
自
然
教
育
の
利
用
に
ڙ
さ
れ
て

い
る
、
で
あ
る
。

一
方
、
国
で
は
、
平
成
13
（
２

０
０
１
）
年
12
月
に
環
境
大
臣
よ

り
中
ԝ
環
境
৹
議
会
に
対
し
、「
自

然
公
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
が
ࢾ
問
さ
れ
、
自
然
環
境
部

会
自
然
公
園
の
あ
り
方
検
討
小
ҕ

һ
会
や
自
然
公
園
の
あ
り
方
検
討

࠙
ஊ
会
な
ど
の
検
討
が
進
み
、
環

境
省
は
�
�
�
�
年
度
よ
り
国

立
・
国
定
公
園
総
点
検
事
業
を
開

始
。
�
�
�
�
年
に
は
、
自
然
環

境
の
࣭
と
国
立
・
国
定
公
園
の
指

定
状
況
と
の
Ϊ
Ỿ
ッ
プ
分
ੳ
の
結

果
を
౿
ま
え
て
、
今
後
、
新
ن
指

定
ま
た
は
公
園
区
域
の
大
ن
໛
な

֦
ு
を
行
う
べ
き
候
補
地
を
公
表
。

国
立
公
園
の
新
ن
指
定
な
ど
の
候

補
地
に
日
高
山
脈
を
選
定
し
、
２

０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
に
か

け
て
国
立
公
園
指
定
検
討
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
2
月

に
は
国
立
公
園
指
定
の
基
本
方
針

が
策
定
さ
れ
る
な
ど
自
然
公
園
に

関
す
る
動
き
が
活
発
化
す
る
中
、

十
勝
管
内
の
関
係
６
市
町
ଜ
（
ਗ਼

水
町
、
芽
室
町
、
帯
広
市
、
中
ࡳ

内
ଜ
、
大
樹
町
、
広
尾
町
）
で
は

「
日
高
山
脈
国
立
公
園
化
推
進
事

業
実
行
ҕ
һ
会
」
を
設
置
し
、
国

立
公
園
化
の
機
ӡ
を
高
め
る
た
め

に
２
０
２
０
年
か
ら
「
国
立
公
園

化
応
ԉ
ʂ
フ
Ỽ
ト
ラ
リ
ー
（
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
）」「
レ
ン
ジ
Ỿ
ー
さ

ん
か
ら
日
高
山
脈
を
教
わ
ろ
う
ʂ

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
の
行

事
を
開
催
。

日
高
管
内
で
も
日
高
ৼ
ڵ
局
を

中
心
に
、
関
係
す
る
7
町
（
日
高

北
の
狩
勝
ಕ
側
の
サ
ホ
ロ
岳
（
標

高
１
０
５
９
・
５
N
）
か
ら
ۗ
ী

ິ
ま
で
南
北
に
１
５
０
km
の
࿈
な

り
を
持
ち
、
主
ྏ
線
は
֓
Ͷ
１
５

０
０
〜
２
０
０
０
N
で
あ
る
が
、

２
０
０
０
N
を
௒
え
る
の
は
最
高

ๆ
の
ຈ
৲
岳
（
２
０
５
２
・
８
N
）

の
み
で
あ
る
。「
１
９
６
７
」
や
「
１

８
３
９
」（
実
際
は
標
高
１
８
４

２
N
）
な
ど
標
高
が
そ
の
ま
ま
山

の
呼
び
໊
に
な
っ
て
い
る
ๆ
も
あ

る
。
ま
た
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
と
呼

ば
れ
る
Ӷ
く
切
れ
込
ん
だ
ྏ
線
や

日
本
で
は
数
少
な
い
ණ
河
地
形
で

あ
る
カ
ー
ル
（
圏
୩
）
や
モ
レ
ー

ン
（
ණ
河
ଯ
積
అ
）
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
カ
ー
ル
は
約
１
０
０

カ
所
が
東
斜
面
と
北
斜
面
に
あ
る

た
め
、
主
に
十
勝
側
か
ら
こ
れ
ら

を
ோ
๬
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

日
高
山
脈
で
は
標
高
の
低
い
場

所
の
エ
ゾ
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
な

ど
の
針
広
ࠞ
交
林
か
ら
標
高
が
上

が
る
に
つ
れ
て
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、
ϋ

イ
マ
ツ
林
、
高
山
植
物
܈
落
へ
と

植
生
の
ਨ
௚
分
布
が
見
ら
れ
る
。

高
山
植
生
で
は
「
ヒ
ダ
カ
」
の
໊

を
ף
し
た
ヒ
ダ
カ
ミ
ネ
Ϡ
ナ
Ϊ
、

ヒ
ダ
カ
ή
ン
ή
、
ヒ

ダ
カ
ミ
Ϡ
マ
ノ
エ
ン

ド
ウ
な
ど
ݻ
有
の
植

物
や
ミ
Ϡ
マ
シ
オ
ガ

マ
な
ど
の
希
少
種
が

多
く
、
９
種
類
の
ݻ

有
種
、
７
種
類
の
ݻ

有
ѥ
種
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。

北
部
の
か
ん
ら
ん

ؠ
・
ऄ
紋
ؠ
か
ら
な

る
௒
Ԙ
基
性
ؠ
の
ؠ

մ
地
に
は
Ϣ
キ
バ
ヒ

ΰ
タ
イ
、
カ
ト
ウ
ϋ

コ
べ
な
ど
そ
の
地
࣭

に
適
応
し
、
そ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
௒

Ԙ
基
性
ؠ
植
物
の
܈

落
が
見
ら
れ
る
。
山

脈
南
西
部
の
ア
ポ
イ
岳
で
は
ア
ポ

イ
ク
ワ
ガ
タ
、
ア
ポ
イ
カ
ン
バ
な

ど
の
ݻ
有
な
植
物
が
多
数
見
ら
れ

る
（
ア
ポ
イ
岳
ݻ
有
種
５
種
、
ݻ

有
ม
種
８
種
、
ݻ
有
඼
種
４
種
）。

ア
ポ
イ
岳
は
標
高
が
低
く
（
８
１

０
N
）、
小
さ
な
山
մ
に
も
関
わ

ら
ず
、
高
山
植
物
や
௒
Ԙ
基
性
植

物
が
生
育
し
て
き
た
。
た
だ
、
後

で
も
少
し
৮
れ
る
が
地
ٿ
温
ஆ
化

の
影
響
と
見
ら
れ
る
植
生
の
ม
化

が
ア
ポ
イ
岳
で
も
見
ら
れ
て
い
る
。

཮
੗
の
੸
௣
動
物
に
は
植
物
の

よ
う
な
ݻ
有
種
は
い
な
い
が
、
ヒ

グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
や
比
較
的
高
標

高
域
に
多
い
ナ
キ
ウ
サ
Ϊ
や
ム
ク

ή
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
め
ず
ら
し
い
種

類
も
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
希
少

種
の
多
い
コ
ウ
モ
リ
類
も
๛
෋
で
、

Ԑ
留
川
上
流
域
で
２
０
０
４
年
７
、

８
月
に
４
日
間
行
っ
た
調
査
で
、

チ
チ
ϒ
コ
ウ
モ
リ
、
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ

ή
コ
ウ
モ
リ
な
ど
６
種
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ク

マ
タ
カ
な
ど
の
希
少
種
を
含
む
鳥

類
は
91
種
類
、
カ
ナ
ϔ
ビ
な
ど
ᗡ

஬
類
は
３
種
類
、
両
生
類
は
エ
ゾ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
ア
マ
ガ
エ
ル

の
２
種
類
が
生
息
し
て
い
る
。

ࠛ
஬
で
は
天
然
記
念
物
の
௏
で

あ
る
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
、
ダ

イ
セ
ツ
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ή
が
生
息
し
、

ヒ
メ
チ
Ỿ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
は
ア
ポ

イ
岳
周
辺
に
の
み
生
息
す
る
希
少

種
で
あ
り
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
で
絶
滅
危
惧
̞
"
類
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
ߕ
஬
類
で
は
ヒ

ダ
カ
メ
ク
ラ
チ
ビ
ΰ
ミ
ム
シ
な
ど

チ
ビ
ΰ
ミ
ム
シ
類
な
ど
の
ݻ
有
種

が
多
く
、
ࠛ
஬
全
体
と
し
て
９
目

71
Պ
４
４
０
種
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
の
ແ
੸
௣
動
物
と
し

て
は
཮
੗
֋
類
（
カ
タ
ツ
ム
リ
）

の
ア
ポ
イ
マ
イ
マ
イ
が
ݻ
有
種
で

あ
る
。（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⽅

https://w
w

w
.env.go.Kp/

content/900493585.pdG

）

国
定
公
園
か
ら
国
立
公
園
へ

こ
れ
ら
の
特
घ
な
地
形
、
ܠ
観
、

希
少
で
و
重
な
生
物
を
有
す
る
日

高
山
脈
で
あ
る
の
で
、
１
９
８
１

年
に
日
高
・
十
勝
管
内
１
市
（
帯

広
市
）
11
町
（
新
ͻ
だ
か
町
ほ
か
）

１
ଜ（
中
ࡳ
内
ଜ
）に
ま
た
が
る「
日

高
山
脈
ۗ
ী
国
定
公
園
」
が
指
定

さ
れ
た
。
総
面
積
は
日
本
の
国
定

公
園
の
中
で
最
も
広
く
、
10
万
３

４
４
７
ha
で
あ
る
。
国
定
公
園
は
、

南
北
約
１
５
０
km
の
日
高
山
脈
の

主
ྏ
線
、
広
尾
町
か
ら
ۗ
ী
ິ
に

か
け
て
の
海
؛
線
、
ア
ポ
イ
岳
と

そ
の
周
辺
の
３
地
区
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
特
ҟ
な
成
り
立
ち
と
、
山
岳

か
ら
海
؛
ま
で
の
多
様
な
自
然
環

境
か
ら
、
こ
の
地
域
ಠ
特
の
動
植

物
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
学
ज़
的
に

も
高
い
評
価
が
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
急
फ़
な
日
高
山
脈
に
源
を
発

す
る
ࡳ
内
川
な
ど
の
ਗ਼
流
に
は
、

そ
の
環
境
に
適
応
し
た
ケ
シ
ョ
ウ

Ϡ
ナ
Ϊ
な
ど
の
希
少
種
も
多
く
見

ら
れ
て
い
る
。

私
が
ଔ
業
研
究
で
ペ
テ
ガ
リ
岳

に
入
っ
て
い
た
１
９
８
１
年
は
ち
Ỷ

う
ど
こ
の
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ

た
そ
の
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
当
時
の
社
団
๏
人
北

海
道
自
然
保
護
協
会
で
は
、
２
０

０
６
年
1
月
30
日
に
「
日
高
山
脈

と
夕
ு
山
地
を
新
た
な
国
立
公
園

に
指
定
す
る
こ
と
の
要
๬
書
」
を

当
時
の
環
境
大
臣
、
北
海
道
知
事
、

林
野
庁
長
官
に
ఏ
出
し
て
い
る
。

要
๬
書
に
挙
げ
ら
れ
た
主
な
理
༝

は
、
ᶃ
日
本
に
は
類
例
の
な
い
特

ҟ
な
地
史
を
持
つ
構
造
山
地
で
、

ණ
河
地
形
や
ऄ
紋
ؠ
メ
ラ
ン
ジ
ュ

帯
を
含
み
、
ᶄ
ݻ
有
種
に
෋
む
高

山
植
物
܈
落
や
ѥ
寒
帯
性
森
林
が

発
達
し
、
野
生
動
物
の
生
息
環
境

と
し
て
も
優
れ
、
ᶅ
原
始
性
が
๛

か
で
日
本
最
大
の
原
生
流
域
を
แ

含
す
る
な
ど
、
わ
が
国
の
風
ܠ
を

代
表
す
る
と
と
も
に
、
世
界
的
に

も
ތ
り
え
る
ܼ
出
し
た
風
ܠ
地
で

あ
る
、
ま
た
ᶆ
想
定
さ
れ
る
公
園

区
域
の
ほ
ぼ
全
域
が
国
・
公
有
地

7月下०ࠒからݟる͜ とがで る͖「エゾシオΨマ」を࢝Ίɺଟ の͘رগछがੜ殖して
いる。（写真提供／୩ਫ ږ）

町
、
平
取
町
、
新
ף
町
、
Ӝ
河
町
、

様
ࣅ
町
、
え
り
も
町
、
新
ͻ
だ
か

町
）
と
࿈
ܞ
し
て
「
日
高
山
脈
ۗ

ী
国
定
公
園
フ
Ỽ
ト
キ
Ỿ
ン
ペ
ー

ン
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）」
や
有
識

者
、
学
識
者
の
ߨ
ԋ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
機
ӡ
ৢ
成
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
２
０
２
２
年
6

月
に
は
、
中
ԝ
環
境
৹
議
会
自
然

環
境
部
会
ҕ
һ
に
よ
る
現
地
視
察

が
行
わ
れ
、
環
境
省
は
２
０
２
３

年
6
月
に
２
０
２
４
年
中
の
国
立

公
園
指
定
を
発
表
。
地
元
と
の
調

整
や
国
立
公
園
と
し
て
の
໊
শ
な

ど
の
議
࿦
を
経
て
、
２
０
２
４
年

6
月
25
日
に
正
式
に
指
定
さ
れ
、

国
内
最
大
の
国
立
公
園
の
஀
生
に

ࢸ
っ
た
。

利
活
用
と
保
護
と
の
両
立

新
た
な
「
日
高
山
脈
ۗ
ী
十
勝

国
立
公
園
」
は
、
日
高
山
脈
一
帯
、

ア
ポ
イ
岳
周
辺
、
๛
ࣅ
湖
周
辺
、

ۗ
ী
ິ
や
そ
の
周
辺
海
域
で
཮
域

面
積
24
万
５
６
６
８
ha
、
海
域
６

５
１
０
ha
に
及
ぶ
一
帯
が
指
定
さ

れ
、
日
本
最
大
の
国
立
公
園
と
な

る
。
特
に
特
別
保
護
地
区
と
第
一

種
特
別
地
区
が
そ
れ
ͧ
れ
７
万
３

７
４
３
ha
、３
万
３
２
９
ha
と
、こ

れ
も
最
大
ڃ
で
原
生
の
自
然
が
広

ൣ
囲
で
残
る
国
立
公
園
で
あ
る
。

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全特集�  ެཱࠃԂͷར༻とอશ  基調レポート 

೔຺ࢁߴͷެཱࠃԂԽͰ໰ΘΕる՝୊�

日຺ۗࢁߴী十勝国ཱެԂ　۠Ҭ図ٴͼެԂܭը図（શମ図）
˞ຌྫٴͼओཁな໊শをՃචɾՃ޻
ग़యɿڥ؀লϗーϜϖージ（IUUQT���XXX�FOW�HP�KQ�QBSL�IJEBLB�JOUSP�JOEFY�IUNM）

日຺ۗࢁߴী十勝国ཱެԂ۠Ҭٴͼอܭ੍نޢը
部ձ（ୈ4�ճ）ڥ৹ٞձࣗવ؀ڥྉɿதԝ؀ࢿߟࢀ
ग़యɿڥ؀লϗーϜϖージ（IUUQT���XXX�FOW�HP�KQ�DPVODJM�12OBUVSF�4�@1�IUNM）
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も
っ
て
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
。

ア
ポ
イ
岳
の
高
山
植
物
܈
は
現

在
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
観
光

の
目
ۄ
と
な
る
資
源
で
あ
る
こ
と

は
間
ҧ
い
な
い
が
、
近
年
地
ٿ
温

ஆ
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
ม
化
が

こ
の
高
山
植
物
܈
落
に
現
れ
て
い

る
。
ア
ポ
イ
岳
は
か
つ
て
஡
色
い

山
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
山

頂
付
近
ま
で
ϋ
イ
マ
ツ
帯
が
広
が
っ

て
緑
の
山
に
見
え
る
そ
う
だ
。
ア

ポ
イ
岳
は
低
山
で
あ
る
が
、
海
に

近
い
た
め
に
夏
に
発
生
す
る
海
ໄ

が
日
光
を
ः
っ
て
気
温
を
低
下
さ

せ
る
た
め
２
０
０
０
N
ڃ
の
高
山

と
同
じ
よ
う
な
ྫྷ
ྋ
で
湿
५
な
環

境
が
現
れ
、
ヒ
ダ
カ
ι
ウ
な
ど
の

80
種
以
上
の
و
重
な
植
物
を
育
ん

で
き
た
が
、
温
ஆ
化
の
影
響
で
雪

解
け
時
期
が
早
ま
り
、
土
৕
の
ס

૩
化
が
進
ん
で
ϋ
イ
マ
ツ
が
山
頂

付
近
ま
で
進
出
し
、
周
辺
の
高
山

植
物
の
生
育
を
๦
げ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
植
生
に
ม
化
が

あ
る
と
そ
れ
を
食
べ
る
動
物
に
も

ม
化
が
๚
れ
る
。
国
内
で
は
ア
ポ

イ
岳
周
辺
に
の
み
生
息
す
る
ヒ
メ

チ
Ỿ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
は
高
山
植
物

の
キ
ン
ロ
バ
イ
の
葉
に
産
ཛ
す
る

が
、
ϋ
イ
マ
ツ
の
増
加
で
産
ཛ
に

適
し
た
場
所
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
は
人
間
の
利
用
に
よ
る
௚

接
の
ม
化
で
は
な
い
が
、
国
立
公

園
の
指
定
後
、
観
光
٬
の
増
加
に

よ
る
౿
圧
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
ม
化
に
ഥ
車
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
観
光
の
目
ۄ
と
な
る
こ
の

و
重
な
高
山
植
生
を
利
用
し
つ
つ
、

ど
う
ҡ
持
・
保
全
し
て
い
く
か
は

こ
ら
か
ら
の
国
立
公
園
の
大
き
な

՝
題
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
ア

ポ
イ
岳
で
は
「
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー

ク
ガ
イ
ド
の
会
」
や
「
ア
ポ
イ
岳

フ
Ỹ
ン
ク
ラ
ϒ
」
な
ど
の
地
元
の

方
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
の

活
動
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

こ
れ
は
ど
こ
の
場
所
、
ど
の
立
場

で
も
๬
め
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
し
、
本
当
に「
自

然
環
境
の
保
護
と

利
活
用
の
両
立
」

を
目
指
す
の
で
あ

れ
ば
、ボ
ラ
ン
テ
ỹ

ア
だ
け
に
པ
る
こ

と
の
な
い
人
材
の

育
成
や
ۚ
મ
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な

ど
を
し
っ
か
り
と

構
ங
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
中
、

十
勝
側
か
ら
は
今

後
、
十
勝
川
水
系

を
中
心
と
し
た
自

然
再
生
事
業
が
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
事
業
な
ど
は
日
高
山
脈
の
国

立
公
園
化
と
࿈
動
し
て
、
保
全
、

利
活
用
の
両
面
か
ら
人
材
育
成
ま

で
含
め
て
協
働
す
る
こ
と
が
可
能

か
も
し
れ
な
い
。

日
高
山
脈
が
国
立
公
園
に
な
っ

た
こ
と
は
ඇ
ৗ
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
「
国
の
ๅ
」
と
認

め
ら
れ
た
地
域
を
ど
う
や
っ
て
守
っ

て
い
き
つ
つ
、
私
た
ち
も
そ
の
ๅ

で
ָ
し
む
か
、
を
こ
れ
か
ら
も
௚

接
・
間
接
に
考
え
、
で
き
る
こ
と

か
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

だ
け
で
神
ಸ
川
県
や
ࠤ
լ
県
と
ほ

ぼ
同
じ
広
さ
が
あ
る
。
こ
の
広
大

で
、
و
重
で
、
੬
ऑ
な
自
然
を
守

り
つ
つ
、
利
用
し
て
い
く
に
は
一

体
ど
れ
だ
け
の
人
的
、
ۚ
મ
的
資

源
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
日
本
人
は
ど
こ
か
で
「
自

然
は
タ
ダ
」
と
思
い
込
ん
で
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
自
然
は
守
る
に
し

ろ
、
利
用
す
る
に
し
ろ
、
๲
大
な

費
用
と
人
力
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
国
交
省
な
ど
の
道
路
、

ダ
ム
、
河
川
な
ど
の
開
発
に
対
し

て
保
全
策
を
ఏ
案
し
た
り
、
自
然

再
生
事
業
に
多
く
関
わ
っ
て
き
た

身
と
し
て
は
、
そ
の
こ
と
は
身
を

保
護
ن
制
計
画
と
し
て
は
、
日

高
山
脈
の
主
ྏ
線
一
帯
、
ア
ポ
イ

岳
の
高
山
植
物
܈
落
地
域
及
び
ຈ

ຬ
ΰ
Ϥ
ウ
マ
ツ
自
生
地
等
、
高
山

植
生
、
針
葉
樹
林
、
広
葉
樹
林
ຢ

は
針
広
ࠞ
交
林
で
原
生
的
な
状
態

を
保
持
し
て
い
る
地
域
を
特
別
保

護
地
区
に
指
定
し
、
本
公
園
の
֩

心
部
と
し
て
、
ݫ
重
な
保
護
を
図

る
と
し
て
い
る
。
利
用
施
設
計
画

は
、
ొ
山
や
山
࿢
部
の
自
然
୳
勝
、

車
道
等
か
ら
に
よ
る
山
岳
・
海
؛

ܠ
観
等
の
展
๬
利
用
を
主
な
利
用

形
態
と
し
、
利
用
施
設
の
配
置
及

び
整
備
に
つ
い
て
は
、
ط
存
の
施

設
を
中
心
と
し
た
、
園
地
、
॓
ࣷ
、

ආ
難
小
԰
、
野
営
場
、
ス
キ
ー
場
、

車
道
、
า
道
な
ど
必
要
最
小
限
の

計
画
と
し
て
い
る
。

基
本
的
に
は
こ
の
ル
ー
ル
が
し
っ

か
り
と
守
ら
れ
続
け
て
い
れ
ば
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
の
両

立
は
理
࿦
的
に
は
保
た
れ
て
い
く

は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
ル
ー
ル
の

中
で
、
多
く
の
人
が
安
全
に
自
然

と
৮
れ
合
い
、
同
時
に
、
こ
の
و

重
な
自
然
環
境
を
保
護
、
保
全
し

て
い
く
か
、
現
実
に
そ
の
体
制
を

ど
う
や
っ
て
作
り
、
ҡ
持
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も

外
側
か
ら
見
て
い
る
身
に
と
っ
て

は
安
心
で
き
る
状
況
に
は
な
い
よ

う
に
思
え
る
。

利
用
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
日

高
山
脈
は
と
に
か
く
山
深
く
、
険

し
く
、
ొ
山
な
ど
で
入
山
す
る
に

は
難
қ
度
が
高
い
。
ै
っ
て
、
危

険
を
๯
さ
な
い
で
こ
の
国
立
公
園

に
親
し
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ԕ

方
か
ら
の
ோ
๬
を
ָ
し
む
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
園
地
な
ど
で
学

び
、
༡
ぶ
、
ొ
山
で
も
し
っ
か
り

ル
ー
ル
を
守
り
、
ख़
࿅
者
や
ガ
イ

ド
と
૬
ஊ
し
、
ٕ
量
に
あ
っ
た
ル
ー

ト
を
ొ
る
な
ど
日
高
山
脈
の
自
然

環
境
に
適
し
た
活
動
を
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
で
の
ڌ
点
整
備
、

ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
は
当
然
で
あ

る
が
、
大
雪
山
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
「
大
雪
山
グ
レ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
よ
る
難
қ
度
の
整
理
、
情
報
発

৴
も
ࢀ
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
他
、
利
用
施
設
で
は
、
ొ

山
道
、
ආ
難
小
԰
や
ొ
山
ޱ
な
ど

は
࿝
ٺ
化
や
破
ଛ
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
修
સ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
日
高
山
脈
の
山
࿢
や
国
立
公

園
か
ら
外
れ
た
場
所
で
も
ԕ
方
に

あ
る
山
々
の
ோ
๬
を
ָ
し
め
る
よ

う
に
視
点
場
（
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

の
発
۷
・
整
備
を
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
日
高
の
山
໊
に
は
ア
イ

ヌ
ޠ
の
も
の
も
多
い
。
ア
イ
ヌ
の

文
化
や
伝
આ
も
多
く
残
っ
て
い
る

の
で
そ
れ
ら
も
う
ま
く
ܨ
͗
、
さ

ら
に
国
立
公
園
の
ັ
力
を
高
め
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

最
近
で
は
、
国
立
公
園
化
を
記

念
し
て
、
帯
広
空
港
発
着
で
日
高

山
脈
の
十
勝
側
、
日
高
側
、
広
尾

な
ど
の
ۗ
ী
ິ
方
面
や
さ
ら
に
釧

路
空
港
上
空
ま
で
を
コ
ー
ス
に
し

た
小
型
機
に
よ
る
特
別
༡
覧
飛
行

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど

は
ී
ஈ
で
は
じ
っ
く
り
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
ܠ
色
を
ָ
し
む
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。

こ
の
企
画
が
定
期
的
な
も
の
に

な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

国
立
公
園
化
に
よ
っ
て
周
辺
自
治

体
の
観
光
ৼ
ڵ
が
進
み
、
地
域
の

活
性
化
に
も
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
と
な
る
。

保
護
に
目
を
向
け
る
と
、
保
護

ن
制
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
へ

の
ル
ー
ル
の
指
導
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
希
少
植
物
の
保
護
、
増
殖
や
絶

滅
リ
ス
ク
を
回
ආ
す
る
た
め
の
「
生

息
域
外
保
全
」
活
動
や
動
植
物
に

関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
日

高
山
脈
の
و
重
な
環
境
を
未
来
に

Ҿ
き
継
ぐ
た
め
、
今
ま
で
以
上
に

着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
活
動
の
持
続
性
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
日
高
山
脈
ۗ

ী
十
勝
国
立
公
園
は
、
཮
域
面
積
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地
域
で
利
用
形
態
の
ҧ
い
が
あ
り

ま
す
。
本
֨
的
な
ొ
山
か
ら
温
ઘ

保
養
や
ܠ
勝
地
周
辺
の
散
策
の
他
、

࿢
を
流
れ
る
ੴ
狩
川
で
は
民
間
事

業
者
が
ラ
フ
テ
ỹ
ン
グ
を
や
っ
て

い
る
な
ど
様
々
で
す
。
こ
の
た
め
、

そ
う
い
う
多
様
な
利
用
に
つ
い
て

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
雪
山
の
場
合
は
、
ま
だ
オ
ー

バ
ー
Ϣ
ー
ス
と
い
う
状
況
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
一
般
࿦
で
す
が
、

利
用
だ
け
を
重
視
し
て
し
ま
う
と
、

Կ
ඦ
୆
も
ऩ
༰
可
能
な
ற
車
場
な

ど
過
৒
な
整
備
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
に
よ
り
、
自
然
を
ָ
し
め
な
く

な
る
場
合
も
あ
る
で
し
Ỷ
う
。
だ

か
ら
国
立
公
園
の
現
場
͝
と
に
ど

う
い
う
対
策
を
と
り
、
ど
う
改
ળ

す
る
の
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

大
雪
山
で
も
、
ࠞ
ࡶ
཈
制
、
排

気
ガ
ス
か
ら
の
自
然
環
境
保
護
、

෯
һ
減
少
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

国
立
公
園
の
未
来
の
た
め
に

官
民
連
携
で
課
題
を
解
決

ᴹ
ᴹ

自
然
環
境
の
保
全
と
観
光
利
用

の
ό
ϥ
ϯ
ε
は
、Ͳ
の
よ
う
に
ߟ
͑
て

い
ま
す
か
ʁ

大
雪
山
国
立
公
園
の
利
用
を
考

え
る
時
、
や
は
り
地
域
の
活
性
化

に
寄
༩
す
る
観
光
の
要
ૉ
は
外
せ

を
目
的
に
、
ߚ
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は

大
雪
高
原
温
ઘ
প
周
辺
で
マ
イ

カ
ー
ن
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
ど
こ
ま
で
制
限
す
れ
ば
い
い
か

と
い
う
数
値
を
出
す
の
が
、
な
か

な
か
難
し
い
。
自
然
を
守
り
な
が

ら
利
用
の
環
境
も
守
る
。
そ
こ
は

も
う
、
利
用
に
も
保
全
に
も
配
慮

し
な
が
ら
と
い
う
言
い
方
し
か
で

き
な
い
で
す
Ͷ
。

保
全
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、

見
て
知
っ
て
初
め
て
自
然
の
大
切

さ
に
気
付
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
一
ڃ
の
国
立
公

園
で
、
日
本
の
自
然
に
実
際
に
৮

れ
て
、
体
験
し
て
、
そ
れ
を
大
事

な
も
の
と
し
て
自
ら
守
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
の
が
、

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

大
ઇ
山
国
立
公
園
を
࣋
ଓ
త
に

利
用
し
保
全
管
理
す
る
た
Ί
の
՝

୊
な
Ͳ
あ
れ
͹
教
͑
て
Լ
さ
い
。

ొ
山
道
の
補
修
な
ど
に
関
す
る

お
ۚ
、
働
い
て
く
れ
る
人
材
、
ま

ま
せ
ん
。
環
境
省
が
主
体
と
な
っ

て
地
域
の
観
光
施
策
を
ଧ
ち
出
す

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、

持
続
的
な
保
全
と
い
う
面
で
も
、

観
光
的
な
視
点
は
持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
、
大
雪
山
国
立
公
園
は
、

཮
域
の
国
立
公
園
と
し
て
国
内
最

大
ڃ
で
あ
り
、
山
岳
地
域
と
山
࿢

た
積
雪
に
よ
る
活
動
期
間
の
制
限

と
い
う
՝
題
は
ৗ
に
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
そ
れ
ら
を
ଋ
Ͷ
て
回
す
仕

組
み
で
す
Ͷ
。
こ
の
࿈
བྷ
協
議
会

が
一
つ
の
仕
組
み
で
は
あ
る
の
で
す

が
、
例
え
ば
知
চ
ࡒ
団
の
よ
う
な

一
元
管
理
的
な
組
৫
が
必
要
じ
Ỵ

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
、
関
係
者

か
ら
意
見
と
し
て
は
出
て
き
て
い

ま
す
。
行
੓
の
所
管
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
も
っ
と
戦
ུ
的
・
機
動
的

に
活
動
で
き
る
組
৫
と
い
う
考
え

方
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め

守
る
だ
け
で
は
な
い
視
点
を

大
ઇ
山
国
立
公
園
管
理
ࣄ
຿
所

特
集
1  

国
立
公
園
の
利
用
と
保
全

঺հྫࣄ

01

຿ॴࣄԂ؅ཧެཱࠃࢁল�大ઇڥ؀
લॴ௕（2�23೥7月時఺）

உߦ�໺޿

ᴹ
ᴹ

観
光
ࢿ
ݯ
と
し
て
多
͘
の
ํ
に

๚
れ
て
も
ら
う
た
Ί
の
औ
Γ
૊
Έ

΍
ߟ、
͑
て
い
る
ࣄ
な
Ͳ
あ
れ
͹
教

͑
て
͘
ͩ
さ
い
。

支
ᝇ
湖
の
࿩
と
な
り
ま
す
が
、

特
௃
的
な
の
は
動
力
ધ
ن
制
を
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
国
立
公
園
は

੩
音
を
Ѫ
す
る
方
々
も
ඇ
ৗ
に
多

く
来
る
場
所
で
す
が
、
以
前
は

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
の
૽
音
や
、
水

辺
で
༡
ん
で
い
る
方
々
へ
の
危
険

性
、
動
力
ધ
で
཮
に
着
く
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
な
ど
、
他
の
来
๚
者
の

利
用
機
会
を
減
ら
す
可
能
性
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
の
合
意

を
経
て
、
自
然
公
園
๏
に
基
づ
き

動
力
ધ
の
৐
り
入
れ
ن
制
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ن
制
以
前
と
比

べ
、
֨
ஈ
に
ؓ
੩
で
神
ൿ
的
な
湖

と
な
り
、
一
般
の
方
々
の
利
用
機

会
と
利
用
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他

の
૽
音
、
໎
࿭
ற
車
、
ΰ
ミ
の
不
๏

近
隣
住
民
の
生
活
を
守
り
つ
つ

観
光
資
源
と
の
共
存
を
図
る

ᴹ
ᴹ

ࢧ
ᝇ
ބ
と
ಎ
但
ބ
と
い
う
ಓ
内

Ͱ
も
۶
指
の
観
光
地
を
有
す
る
国

立
公
園
Ͱ
す
が
、管
理
্
の
ಛ
௃
と

ཹ
ҙ
఺
を
教
͑
て
Լ
さ
い
。

北
海
道
の
国
立
公
園
は
֓
Ͷ
林

野
庁
所
管
の
国
有
林
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
支
ᝇ
ಎ
但
国
立
公
園
の

౤
غ
、
ポ
イ
ࣺ
て
、
リ
ー
ド
を
付
け

な
い
ペ
ッ
ト
の
散
า
、
指
定
場
所

以
外
で
の
Ր
気
の
使
用
な
ど
の
໎

࿭
行
為
や
水
辺
利
用
・
水
༡
び
の

際
の
ラ
イ
フ
ジ
Ỿ
ケ
ッ
ト
の
着
用

な
ど
で
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
な

ど
、
๏
཯
の
ن
制
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
՝
題
を
、
地
域
住
民
、

消
防
団
、
水
難
ٹ
ॿ
に
協
力
い
た

だ
く
方
々
や
॓
ധ
事
業
者
な
ど
も

ࢀ
加
す
る
ӡ
営
協
議
会
で
議
࿦
し
、

大
自
然
を
安
全
に
ָ
し
く
利
用
し

て
も
ら
う
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
で
あ

中
で
も
、
支
ᝇ
湖
の
エ
リ
ア
は
ほ

と
ん
ど
が
国
有
林
で
す
。
一
方
、

ಎ
但
湖
の
エ
リ
ア
に
な
る
と
国
立

公
園
の
中
で
人
が
生
活
し
て
い
る

場
所
が
結
構
あ
り
、
民
有
地
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
立
公
園
の
特
௃
で
あ

る
、
地
域
制
公
園
と
い
う
の
は
、

土
地
の
ࡒ
産
ݖ
が
あ
っ
て
、
そ
こ

を
活
用
す
る
ݖ
利
が
土
地
所
有
者

の
方
に
あ
り
、
そ
れ
を
全
部
排
除

し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

日
本
の
自
然
公
園
制
度
で
は
、
ฒ

列
さ
せ
る
と
い
う
事
を
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
家
を
建
て

て
も
い
い
で
す
、
工
場
を
建
て
て

も
い
い
で
す
け
ど
、
こ
う
い
っ
た

位
置
に
こ
う
い
っ
た
形
で
建
て
て

く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
に
๏
཯
の

ن
制
と
、
そ
れ
に
൐
う
ڐ
可
や
ಧ

出
が
発
生
し
ま
す
。
生
活
や
産
業

な
ど
と
の
共
存
の
調
整
が
、
ಎ
但

湖
地
区
に
は
多
く
、
風
ܠ
管
理
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

る
「
支
ᝇ
湖
ル
ー
ル
」
を
策
定
し
、

情
報
を
発
৴
し
て
い
ま
す
。

湖
や
湖
面
周
辺
の
利
用
が
多
様

化
す
る
中
、
ル
ー
ル
を
回
し
て
み

た
け
れ
ど
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た

な
ク
レ
ー
ム
や
՝
題
も
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
ӡ
用
し
、

ӡ
用
し
た
結
果
を
ち
Ỵ
ん
と
フ
ỹ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
な
ど
し
て
、

さ
ら
に
良
い
環
境
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

道
内
で
最
も
多
く
利
用
者
が
訪
れ
る
国
立
公
園
で
、

適
正
利
用
を
目
指
し
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
策
定

ࢧ
ᝇ
ಎ
但
国
立
公
園
管
理
ࣄ
຿
所

特
集
1  

国
立
公
園
の
利
用
と
保
全

঺հྫࣄ

02

຿ॴࣄԂ؅ཧެཱࠃᝇಎ但ࢧ�লڥ؀
ॴ௕୅ཧ

ᓎఉ�༎ี

຿ॴࣄԂ؅ཧެཱࠃᝇಎ但ࢧ�লڥ؀
国ཱެԂの؅ཧのଞɺύークϘϥンςΟア׆
動ɺࣗ વ࡯؍ձの։࠵ɺඒ化ਗ਼૟ɺ֎来छର
ɺࣗࡦ વڥ؀ௐࠪなͲに΋औΓ૊Μでいる。

຿ॴࣄԂ؅ཧެཱࠃࢁল�大ઇڥ؀
େઇࢁ国ཱެԂの༏れたࣗવڥ؀のอશと
దਖ਼ར༻を図るたΊɺओにڐೝՄɾࣗ વڥ؀
੔උɾڠಇ؅ܕཧӡӦのٞڠձࣄ຿ہなͲ
のۀ຿を࣮ࢪしている。

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

ೋେカルσϥބをは͡Ίɺ༷ ʑなࣜܗのՐࢁ地ܗとଟछଟ
༷なԹઘが͋る「ࢧᝇಎ但国ཱެԂ」。

「国ཱެԂࢧᝇބӡӦٞڠձ」ではɺࢧᝇބ
ルールを設定しބのదਖ਼ར༻をଅしている。

பঢ়節ཧのڦ୩にғまれた૚ӢڦԹઘ。ઈܠの؍৆΍Թઘ໨
౰ての٬ޫ؍にַࠇのొ٬ࢁなͲɺ国੶΋೥ྸ૚΋༷ʑなਓʑ
が๚れる。（写真提供／૚Ӣڠޫ؍ڦձ）

େઇࢁのओๆで͋
Γɺ道಺ߴ࠷ๆのѴ
ַ。ローϓウΣΠ࢟
௖までɺࢁӺからݟ
໿2�5時ؒのコース
が੔උされている。

（写真提供／Ѵַ
ローϓウΣΠ）
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༰
қ
に
立
ち
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
ޡ
解
さ
れ
な
い
よ
う
な
ී
及

ܒ
発
が
必
要
で
す
。
ア
ポ
イ
岳
な

ど
日
高
山
脈
の
中
で
も
比
較
的
ొ

り
や
す
い
山
も
あ
る
の
で
、
メ
リ

ϋ
リ
を
付
け
た
利
用
の
あ
り
方
の

検
討
が
๬
ま
れ
ま
す
。
道
内
の
国

立
公
園
で
多
く
の
人
が
๚
れ
る
大

雪
山
に
は
、
ొ
山
道
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
「
大
雪
山
グ
レ
ー
ド
」
が
あ
り

ま
す
。
整
備
状
況
な
ど
を
、
路
線

͝
と
に
区
画
分
け
を
し
て
、
利
用

者
は
そ
れ
を
ࢀ
考
に
自
分
の
レ
ベ

ル
に
あ
っ
た
ొ
山
を
ָ
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
公
園

で
も
ࢀ
考
に
で
き
る
部
分
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
全
の
面
で
考
え
る
と
、
日
高

山
脈
は
多
く
の
河
川
の
源
流
部
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
自
然
度

が
高
く
人
ޱ
構
造
物
が
存
在
し
な

い
な
ど
人
為
の
影
響
が
見
ら
れ
な

い
原
生
流
域
で
、
本
公
園
は
わ
が

国
最
大
の
原
生
流
域
を
༴
し
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
立
公
園
に
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
安

қ
に
開
発
や
整
備
を

進
め
る
と
い
う
の
は
、

本
公
園
に
は
そ
ぐ
わ

な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

ず
は
、
現
状
ど

の
く
ら
い
利
用
者
が

い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
く

か
、
高
山
植
物
を
含

め
公
園
の
利
用
が
本

公
園
の
自
然
環
境
全

体
に
ど
う
い
う
影
響

を
༩
え
て
い
る
の
か

把
握
も
必
要
で
、

オ
ー
バ
ー
Ϣ
ー
ス
に

ܨ
が
ら
な
い
よ
う
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
視
点

が
重
要
で
す
。

日
高
振
興
局
と
十
勝
総
合
振
興

局
管
内
に
ま
た
が
る
「
日
高
山
脈

襟
裳
国
定
公
園
」
は
、
１
９
８
１

年
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
国
定
公

園
を
拡
張
す
る
形
で
、
２
０
２
４

年
夏
「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立

公
園
」
が
指
定
さ
れ
た
。
国
立
公

園
化
に
伴
い
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
新
ひ
だ
か
自
然
保
護
官
事
務
所

で
、
陸
域
で
は
国
内
最
大
面
積
と

な
っ
た
国
立
公
園
の
管
理
に
つ
い

て
伺
っ
た
。

関
係
者
と
連
携
し
た

国
立
公
園
管
理
を

ᴹ
ᴹ

৽
ͻ
ͩ
か
自
然
保
護
׭
ࣄ
຿

所
の
活
動
֓
ཁ
に
つ
い
て
教
͑
て

Լ
さ
い
。

本
公
園
は
主
に
帯
広
自
然
保
護

官
事
務
所
と
当
所
の
事
務
所
で
管

理
し
て
お
り
、
自
然
保
護
官
（
レ

ン
ジ
Ỿ
ー
）
な
ど
計
３
໊
の
環
境

省
職
һ
が
配
ଐ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ア
ポ
イ
岳
の
環
境
保

護
や
ొ
山
道
な
ど
の
整
備
に
積
ۃ

的
に
ܞ
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
ア
ポ

イ
岳
フ
Ỹ
ン
ク
ラ
ϒ
、
山
岳
会
等

の
方
々
を
始
め
、
協
議
会
メ
ン

バ
ー
と
࿈
ܞ
を
深
め
、
本
公
園
の

自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

公
園
の
利
用
に
つ
い
て
、
Ͳ

の
よ
う
な
利
用
の
ਪ
ਐ
が
ඞ
ཁ
ͩ

と
͓
ߟ
͑
Ͱ
す
か
ʁ

本
公
園
の
֩
心
部
の
利
用
形
態

と
し
て
は
、
山
が
険
し
く
ア
ク
セ

ス
道
路
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

夏
期
を
中
心
と
し
た
本
֨
的
な
山

岳
ొ
山
が
主
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
の
広
大
な
山
脈
で
あ
り
な
が

ら
整
備
さ
れ
た
ొ
山
道
や
ආ
難
小

԰
は
͝
く
一
部
の
山
域
に
限
ら
れ
、

か
つ
多
く
の
ル
ー
ト
は
沢
ొ
り
と

ᤵ
૨
͗
と
い
っ
た
難
қ
度
の
ඇ
ৗ

に
高
い
ొ
山
形
態
で
、
૬
応
の
体

力
・
૷
備
だ
け
で
な
く
、
高
度
な

ొ
山
ٕ
ज़
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
も

と
も
と
明
治
の
ࠒ
か
ら
木
材
の
伐

採
や
植
林
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
な

い
原
生
的
な
エ
リ
ア
が
多
く
、
ڌ

点
と
し
て
利
用
出
来
る
場
所
も
少

な
く
、
用
地
も
な
い
の
で
、
こ
の

自
然
環
境
を
壊
さ
な
い
よ
う
な
利

用
を
Ҿ
き
続
き
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

日
高
山
脈
は
険
し
く
Ԟ
深
い
の

当
所
は
日
高
ৼ
ڵ
局
管
内
７
町

（
日
高
町
、
平
取
町
、
新
ף
町
、

Ӝ
河
町
、
様
ࣅ
町
、
え
り
も
町
、

新
ͻ
だ
か
町
）
に
ま
た
が
る
区
域

を
管
׋
し
て
お
り
、
自
然
公
園
๏

に
基
づ
く
ڐ
認
可
等
の
ख
続
き
の

他
、
公
園
内
の
自
然
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
現
地
調
査
や
環
境
教

育
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
公
園
の
管
理
ӡ
営
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
４
年
８
月
に
設
立
さ

れ
た
日
高
山
脈
ۗ
ী
十
勝
国
立
公

園
協
議
会
の
中
で
議
࿦
し
て
い
ま

す
。
こ
の
協
議
会
は
、
関
係
す
る

自
治
体
や
国
の
機
関
、
自
然
保
護

団
体
、
ొ
山
関
係
団
体
、
観
光
関

係
団
体
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

ま
ず
は
本
公
園
が
目
指
す
べ
き
࢟

を
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
管
理
ӡ
営
方
針

や
行
動
計
画
等
の
検
討
、
さ
ら
に

本
公
園
の
管
理
ӡ
営
上
の
個
別
՝

題
と
そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

総
合
的
に
議
࿦
し
て
い
ま
す
。

で
、
近
づ
く
ほ
ど
全
体
が
見
え
に

く
く
、
む
し
ろ
公
園
か
ら
཭
れ
た

展
๬
୆
や
公
園
区
域
外
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
、
Ԇ
々
と

࿈
な
る
山
ฒ
み
や
ۗ
ী
ິ
を
は
じ

め
と
す
る
海
؛
ܠ
観
を
ָ
し
む
利

用
を
推
進
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
本
公
園
内
に
あ
る

ຈ㈟
㈯
ㇹ
㈬

৲
岳
、
十㈟

㈯

ㇹ

㈬

勝
ຈ
৲
岳
、
ۗ

㇪
㈵
㈏
㇨
㈵
㈭
㈢

ী
ິ

日
高
山
脈
に
よ
っ
て
地
理
的
に

分
அ
さ
れ
て
い
る
日
高
側
と
十
勝

側
で
す
が
、
本
公
園
の
保
護
と
利

用
を
考
え
る
上
で
、
両
地
域
の
࿈

ܞ
は
不
可
ܽ
で
す
の
で
、
現
地
の

自
然
保
護
官
事
務
所
が
両
地
域
の

ڮ
౉
し
の
役
ׂ
も
୲
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

ख
෇
か
ͣ
の
自
然
が
࢒
る
公

園
の
利
用
と
保
全
の
ό
ϥ
ϯ
ε
を

Ͳ
の
よ
う
に
ߟ
͑
て
い
ま
す
か
ʁ

日
高
山
脈
一
帯
は
જ
在
自
然
植

生
と
し
て
は
北
方
型
の
針
葉
樹
林

帯
に
位
置
し
、
自
然
度
の
高
い
森

林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
樹
種
構

成
は
、
地
形
・
地
࣭
・
気
৅
の
影

響
で
地
域
に
よ
っ
て
様
૬
が
ҟ
な

り
ま
す
。

本
公
園
の
ొ
山
利
用
を
考
え
た

場
合
、
ొ
山
道
は
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
は
整
備
さ
れ
て
い

な
い
上
ڃ
者
向
け
の
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
立
公
園
化
に

よ
り
、
上
ڃ
者
向
け
の
ొ
山
道
に

国
・
自
治
体
・
地
元
で
連
携
し
な
が
ら
、

公
園
管
理
と
魅
力
発
信
を
進
め
た
い

৽
ͻ
ͩ
か
自
然
保
護
׭
ࣄ
຿
所

特
集
1  

国
立
公
園
の
利
用
と
保
全

঺հྫࣄ

03

の
３
箇
所
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
物

ޠ
や
伝
承
、
ف
り
の
場
、
言
ޠ
に

࠼
ら
れ
た
優
秀
な
ܠ
勝
地
܈
「
ピ

リ
カ
ノ
」
と
し
て
国
指
定
໊
勝
の

指
定
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
ア
イ

ヌ
文
化
と
も
深
い
ܨ
が
り
の
あ
る

公
園
で
す
。
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
わ

る
視
点
場
や
ത
物
ؗ
等
を
८
り
、

本
公
園
の
自
然
環
境
と
ア
イ
ヌ
文

຿ॴࣄ׭ޢল�৽ͻ͔ͩࣗવอڥ؀
ࣗવอ׭ޢ

૲ཹ�େַ

৽ףொの຀૲地から๬Ή日຺ࢁߴ。（写真提供／ϐクスタ）

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

日຺ࢁߴには沢ొΓ（ెব）を൐͏ొࢁルート΋͋る。（写真提供／ڥ؀ল）

日຺ۗࢁߴী十勝国ཱެԂٞڠձ設ཱ૯ձの༷子。（写真提供／ڥ؀ল）
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る
広
域
的
な
利
用
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
公

園
区
域
外
の
観
光
利
用
ڌ
点
や
そ

こ
で
活
動
す
る
地
域
の
関
係
者
と

の
࿈
ܞ
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
道
の
Ӻ
や
キ
Ỿ
ン
プ
場
、
温

ઘ
施
設
な
ど
が
公
園
外
に
も
あ
り
、

ド
ラ
イ
ϒ
は
も
ち
ろ
ん
、
ツ
ー
リ

ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
つ
い
で

に
そ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
さ
れ
る

方
も
結
構
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
利
用
者
を
タ
ー
ή
ッ
ト

に
し
た
周
༡
ル
ー
ト
を
検
討
、
開

拓
し
て
、
公
園
内
外
側
を
結
び
つ

化
の
ܨ
が
り
に
思
い
を
஘
せ
る
ָ

し
み
方
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ᴹ
ᴹ

自
然
環
境
を
क
Γ
つ
つ
、
観

光
ࢿ
ݯ
と
し
て
多
͘
の
ํ
に
๚
れ

て
も
ら
う
た
Ί
の
՝
୊
な
Ͳ
あ
れ

͹
教
͑
て
Լ
さ
い
。

本
公
園
の
一
൪
の
ັ
力
は
、
原

生
的
な
ख
つ
か
ず
の
自
然
が
広
大

に
残
さ
れ
、
人
ཬ
཭
れ
た
自
然
の

中
に
身
を
お
け
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
切
り
立
っ
た
山
頂
に
出

る
と
、
૖
大
な
絶
ܠ
と
神
ൿ
的
な

空
気
に
鳥
ഽ
が
た
つ
感
֮
を
֮
え

け
る
事
で
、
公
園
利
用
も
そ
う
で

す
が
、
地
域
全
体
の
観
光
利
用
推

進
・
活
性
化
に
ܨ
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

本
公
園
に
あ
る
国
内
最
大
の
原

生
流
域
や
カ
ー
ル
等
の
ණ
河
地
形

を
含
む
山
岳
ܠ
観
、
ۗ
ী
ິ
を
は

じ
め
と
す
る
海
؛
ܠ
観
、
そ
れ
ら

の
自
然
環
境
が
育
む
๛
か
な
生
態

系
を
し
っ
か
り
守
り
つ
つ
、
公
園

の
適
正
な
利
用
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
日
々
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
日
高
山
脈
の
ొ
山
道
の
大

半
が
上
ڃ
者
向
け
の
ొ
山
道
で
あ

り
、
人
の
ख
が
入
っ
て
い
な
い
౿

み
分
け
道
ఔ
度
の
ొ
山
道
を
、
ᤵ

૨
͗
し
な
が
ら
ྏ
線
に
取
り
つ
く
、

ొ
山
者
の
ಌ
れ
で
あ
る
日
高
山
脈

の
ັ
力
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
公
園
自
体
が
広
大
で
す

の
で
、
一
つ
の
ϒ
ラ
ン
デ
ỹ
ン
グ

で
ׅ
る
と
い
う
の
は
少
し
難
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ͧ
れ
の

エ
リ
ア
で
、
そ
こ
で
し
か
体
感
で

き
な
い
ݻ
有
の
自
然
環
境
・
文
化

資
源
を
大
切
に
し
、
֤
地
域
を
८

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

た
補
修
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
他
、
̥
̧
動
画
の

作
成
や
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
、

キ
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
フ
Ỽ
ー

ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
十
勝
総
合
ৼ

ڵ
局
と
も
࿈
ܞ
し
な
が
ら
公
園
の

ັ
力
発
৴
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

ᴹ
ᴹ

国
立
公
園
Խ
Ͱ
観
光
利
用
ऀ

の
૿
Ճ
も
ݟ
ࠐ
ま
れ
ま
す
が
、ަ

௨
Π
ϯ
ϑ
ϥ
に
ؔ
し
て
は
Ͳ
の
よ

う
な
੔
උ
が
ඞ
ཁ
に
な
ỳ
て
͘
る

と
͓
ߟ
͑
Ͱ
す
か
ʁ

日
高
管
内
で
は
̟
̧
日
高
線
の

ഇ
線
に
加
え
、
人
ޱ
減
少
な
ど
に

よ
り
、
バ
ス
事
業
者
の
減
ऩ
減
ӹ

に
ࣃ
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
主
要
װ
線
道
路
を

ӡ
行
し
て
い
る
バ
ス
路
線
の
ҡ
持
・

確
保
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
地
域
の
人
流
・
物
流
の
確

保
や
国
立
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
の
た
め
に
も
北
海
道
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
ཌྷ
を
୲
う
高

ن
֨
道
路
「
日
高
自
動
車
道
」
の

登
山
者
の
安
全
・
安
心
を

関
係
者
と
一
緒
に
推
進

ᴹM

ྩ
࿨
̒
೥
̒
݄
�5
日
に「
日
高

山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
」が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。͜
れ
ま
Ͱ
の
日
高

振
興
ہ
の
औ
Γ
૊
Έ
を
教
͑
て
͘

ͩ
さ
い
。

整
備
ଅ
進
が
さ
ら
に
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ
「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公

園
」の
利
用
と
保
全
の
た
Ί
に
、日

高
振
興
ہ
Ͱ
ࠓ
ޙ
औ
Γ
૊
Ή
༧
定

の
ࢪ
ࡦ
な
Ͳ
あ
れ
͹
教
͑
て
͘
ͩ

さ
い
。

国
立
公
園
は
国
の
管
理
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ৼ
ڵ
局
が
関

わ
っ
て
き
た
自
然
保
護
؂
視
һ
等

に
よ
る
؂
視
活
動
や
ア
ポ
イ
岳
に

お
け
る
高
山
植
物
保
護
等
の
活
動

道
内
の
国
定
公
園
の
場
合
、
管

理
は
北
海
道
で
し
て
い
ま
す
。
私

達
は
保
護
・
保
全
の
事
業
に
ܞ

わ
っ
て
お
り
、
۩
体
的
に
は
国
定

公
園
の
管
理
者
と
し
て
、
公
園
計

画
を
策
定
し
、
施
設
整
備
や
公
園

内
֤
種
行
為
の
ڐ
認
可
等
を
୲
当

す
る
ほ
か
、
ア
ポ
イ
岳
に
お
け
る

高
山
植
物
保
護
等
の
活
動
へ
の
ࢀ

画
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ア
ポ
イ
岳
に
つ
い
て
は
ヒ
ダ
カ

ι
ウ
の
生
育
地
保
護
の
た
め
、
ొ

山
道
以
外
の
区
域
へ
の
立
入
り
を

制
限
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ܞ
帯

ト
イ
レ
の
使
用
、
ス
ト
ッ
ク
使
用

時
に
キ
Ỿ
ッ
プ
を
૷
着
す
る
こ
と

等
、
様
ࣅ
町
や
地
元
の
自
然
保
護

団
体
、
自
然
保
護
؂
視
һ
等
と
࿈

ܞ
し
た
、
ル
ー
ル
の
周
知
や
高
山

植
物
の
౪
۷
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木

道
の
ྼ
化
や
危
険
個
所
の
報
ࠂ
が

あ
っ
た
際
に
は
、
関
係
機
関
と
࿈

ܞ
し
て
検
討
し
、
自
然
に
配
慮
し

に
は
Ҿ
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
自
然
環
境
の
保
全
に
あ

た
っ
て
は
、
観
光
٬
を
は
じ
め
と

し
た
利
用
者
の
理
解
と
協
力
も
重

要
で
す
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
現
地
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
自

然
環
境
や
地
域
文
化
・
歴
史
を

知
っ
て
頂
き
、
環
境
や
地
域
文
化

の
保
護
へ
の
意
識
を
高
め
て
頂
け

る
よ
う
、
受
入
体
制
の
ॆ
実
と
情

報
発
৴
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

利
用
者
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
保
全
の
鍵
に

๺
ւ
ಓ
日
高
振
興
ہ

特
集
1  

国
立
公
園
の
利
用
と
保
全

঺հྫࣄ

04

๺ւಓ೔ߴৼہڵ�
อ݈ڥ؀෦
՝�՝௕׆ੜڥ؀

（2�23೥7月時఺）

தଜݡ�༸

๺ւಓ೔ߴৼہڵ�
産ۀৼڵ෦
঎޻࿑ಇޫ؍՝�՝௕

（2�23೥7月時఺）

લాߦ߁�

๺ւಓ೔ߴৼہڵ
日ߴのັྗをੈքにൃ৴しɺ༠٬ଅਐとと΋
にɺࣗ વอޢと受ೖڥ؀を੔උしてい な͘Ͳɺ
地Ҭੑ׆化にࢿするࡦࢪを૯߹తに࣮ࢪし
ている。

国ཱެԂࢦ定をػにますます૿ՃしているアポΠַのొر。ऀࢁগ
なࢁߴ植෺΍໺ੜ動෺をकるたΊɺ؅ཧと׆ൃܒ動がܽかͤない。

（写真提供／日ߴৼہڵ）

ػ܎ؔ ɾؔஂ ମ౳が࿈ܞしɺرগ植෺のอશ׆
動なͲをߦっている。（写真提供／日ߴৼہڵ）

�຿ॴࣄ׭ޢল�৽ͻ͔ͩࣗવอڥ؀
ࣗવڥ؀のอޢ΍దਖ਼ར༻のਪਐにΉけɺ
ެԂの؅ཧ΍۠׋؅Ҭに͓けるرগな໺ੜ
ੜ෺のอશにؔするۀ຿にऔΓ૊Μでいる。

地ݩの子Ͳ΋たͪをର৅にڭڥ؀ҭを͜͏ߦ と΋͋る。（写真提供／ڥ؀ল）

ࣣͭপカールとຈ৲ַ。（写真提供／ڥ؀ল）

十勝ฏ໺からはԆʑと࿈なる日຺ࢁߴのࢁฒΈをோΊる と͜がで る͖。
（写真提供／ڥ؀ল）
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設
さ
れ
、
現
在
も
そ
れ
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
エ
キ

ゾ
テ
ỹ
ッ
ク
な
街
ฒ
み
で
あ
る
。

幕
末
に
വ
ؗ
（
当
時
は
箱
ؗ
と
記

し
た
）
が
開
港
さ
れ
、
Ԥ
ถ
の
公

ؗ
や
঎
ؗ
が
建
ち
ฒ
ぶ
地
区
へ
と

ม
๴
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
に

進
出
し
た
そ
れ
ͧ
れ
の
国
が
自
国

の
फ
教
施
設
を
持
ち
込
ん
だ
の
が

始
ま
り
で
あ
る
。
ま
だ
ې
教
時
代

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治

外
๏
ݖ
の
ډ
留
地
と
い
う
こ
と
で
、

ډ
留
民
に
限
っ
て
ミ
サ
や
ྱ
ഈ
な

ど
の
फ
教
行
事
に
ࢀ
加
す
る
こ
と

が
ڐ
さ
れ
た
。

丘
の
中
ෲ
に
あ
た
り
、
見
੖
ら

し
が
よ
く
良
い
水
が
取
水
で
き
る

こ
の
土
地
に
؟
を
つ
け
た
の
は
ロ

シ
ア
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
イ
Ϊ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
が
௥
ਵ
し
、
ア
メ
リ
カ

も
஗
れ
て
こ
の
場
所
に
公
ؗ
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。
教
会
建
設
に
あ

た
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
そ
の
ま
ま
現

在
の
地
に
ϋ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の

੟
ಊ
を
建
て
る
が
（
写
真
２
）、

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
や
や
面
倒
な

経
Ң
を
た
ど
る
。
パ
リ
外
国
એ
教

会
か
ら
೿
ݣ
さ
れ
た
最
初
の
એ
教

ࢣ
メ
ル
メ
・
カ
シ
Ỿ
ン
は
、
１
８

５
９
（
安
੓
６
）
年
、
箱
ؗ
上
཮
後
、

ま
ず
は
ไ
行
所
の
ख
Ҿ
き
に
よ
っ

て
ড়
土
फ
の
শ
໊
ࣉ
の
境
内
に
寄

ۯ
し
、
そ
こ
に
自
୐
݉
ྱ
ഈ
ಊ
を

つ
く
る
。
෹
教
ࣉ
Ӄ
の
中
の
カ
ト

リ
ッ
ク
ྱ
ഈ
ಊ
と
い
う
構
図
は
節

ૢ
が
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

神㆗
㇓

෹ㆶ
ㆤ

ࠞ㆓
㇓

ᔿ㆓
う

が
ී
通
で
あ
っ
た
当
時

の
෹
教
か
ら
見
る
と
、
地
代
を
払

い
さ
え
す
れ
ば
あ
り
が
た
い
٬
人

と
し
て
ܴ
え
る
、
と
い
う
立
場
の

よ
う
だ
っ
た
。
こ
れ
が
初
代
の
教

会
で
、
そ
の
後
、
１
８
６
７
（
ܚ

ጯ
３
）
年
に
現
在
地
に
移
స
す
る

が
、
そ
れ
も
元
々
は
ถ
国
が
ྖ
事

あ
る
。
四
֯
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

な
の
で
फ
教
色
が
消
え
て
見
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
元
を
た
だ
せ

ば
こ
の
ෑ
地
一
帯
は
元
町
教
会
܈

の
中
心
と
し
て
歴
史
的
に
大
ม
༝

緒
の
あ
る
場
所
で
、
幕
末
か
ら
の

വ
ؗ
の
歴
史
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

今
日
の
വ
ؗ
に
特
௃
的
と
さ
れ

る
ࡔ
道
文
化
は
、
実
の
と
こ
ろ
、

ม
స
す
る
都
市
計
画
の
෭
産
物
で
、

当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
元
町
を
含
め
て
വ
ؗ
市

街
は
܁
り
ฦ
し
大
Ր
に
見
舞
わ
れ
、

そ
の
復
ڵ
の
た
び
に
区
画
整
理
を

܁
り
ฦ
し
、
期
せ
ず
し
て
௚
線
的

に
丘
陵
地
を
切
り
開
く
ࡔ
道
が
い

く
つ
も
造
成
さ
れ
た
。
ݹ
い
と
こ

ろ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教
会
横

の
大
三
ࡔ
が
あ
る
が
、
ീ
഼
ࡔ
に

つ
い
て
い
え
ば
現
在
の
࢟
に
な
っ

た
の
は
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

に
こ
の
地
区
を
ऻ
っ
た
大
Ր
に

よ
っ
て
あ
た
り
一
帯
が
ম
け
落
ち

た
こ
と
に
起
因
す
る
。
復
ڵ
に
際

し
て
、
明
治
の
初
め
か
ら
あ
る
白

ඦ
合
学
園
の
土
地
を
二
つ
に
切
り

分
け
、
そ
の
間
に
防
Ր
帯
と
し
て

広
෯
һ
の
Ր
防
線
道
路
を
つ
く
っ

た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

白
ඦ
合
学
園
は
ੲ
の
໊
を
੟
保ㆻ

࿣㇍

ঁ
学
校
と
い
う
。
第
二
次
大
戦

後
に
な
っ
て
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
系

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
ࡳ

ຈ
の
౻
学
園
や
東
ژ
の
ძㆵ

㆟

葉ㆰ

学
園

と
同
じ
よ
う
に
Ֆ
の
໊
に
改
໊
し
た
。

෹
ޠ
で
「
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
リ
ス
」

と
い
わ
れ
る
白
ඦ
合
の
Ֆ
໛
様
は

フ
ラ
ン
ス
の
Ԧ
ݖ
を
示
す
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、
こ
の
学
校
が
フ
ラ
ン

ス
と
深
い
ܨ
が
り
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。
明
治
の
始
め
、

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
に
ベ
ト

ナ
ム
経
༝
で
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス

の
シ
Ỿ
ル
ト
ル
੟
パ
ウ
ロ
修
道
ঁ

会
が
こ
の
地
に
修
道
Ӄ
と
学
校
を

つ
く
り
、
ྡ
に
あ
る
元
町
教
会
と

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の

施
設
܈
を
構
え
る
こ
と
に
な
る
。

ݩ
ொ
教
ձ
܈

元
町
の
ࡔ
を
上
が
っ
た
こ
の
あ

た
り
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
と

修
道
Ӄ
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
正
教

会
と
ӳ
国
੟
公
会
の
教
会
、
そ
し

て
ア
メ
リ
カ
系
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
学
校
（
Ҩ
Ѫ
༮
ஓ
園
）
が
建

ࡔ
の
ொ

വ
ؗ
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
構
図
と

い
え
ば
、
元
町
の
ീ
഼
ࡔ
か
ら
港

を
見
降
ろ
す
ア
ン
グ
ル
だ
ろ
う
か

（
写
真
１
）。
春
夏
ळ
冬
さ
ま
͟
ま

な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
ど
れ
も

写
真
ө
え
が
す
る
。
෯
広
の
道
の

両
側
が
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
ฒ
木
と
な
っ

て
季
節
感
を
ԋ
出
し
、
は
る
か
ԕ

方
に
は
ୀ
役
し
た
੨
വ
࿈
བྷ
ધ
の

ຎ
周
ؙ
の
࢟
が
見
て
と
れ
る
の
で
、

い
か
に
も
港
町
വ
ؗ
ら
し
い
。
長

࡚
や
尾
道
な
ど
ࡔ
の
あ
る
町
は
観

光
٬
に
う
け
る
と
い
う
が
、
ඒ
観

と
歴
史
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
点

で
വ
ؗ
は
ܼ
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

দ
前
ൡ
に
よ
っ
て
港
が
整
備
さ
れ

始
め
て
か
ら
２
０
０
年
に
も
ຬ
た

な
い
の
に
、
こ
れ
だ
け
の
資
源
を

集
積
さ
せ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
て
年
間
５
０
０
万
人
を
௒
え
る

観
光
٬
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
の
は
、
日
本
の
中
で
も
ك

有
な
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

写
真
の
ࠨ
側
に
は
白
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
４
֊
建
て
の
建
ங
が
た
っ

て
い
る
。
現
在
は
ロ
シ
ア
ۃ
東
大

学
の
分
校
と
な
っ
て
い
る
が
、
か

つ
て
は
白
ඦ
合
学
園
の
校
ࣷ
で
、

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
学
園

が
移
స
し
た
後
に
ロ
シ
ア
の
学
校

の
ख
に
౉
っ
た
。
そ
の
真
向
い
に

建
つ
の
が
白
ඦ
合
の
経
営
฼
体
で

も
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
Ӄ
で

ॾ
外
国
จ
Խ
の
ྲྀ
ೖ
と
ͦ
の
ڧ
い
Ө
ڹ
を
ड
͚
、ҟ
国
৘
ॹ
あ
;
れ
る
ொ
ฒ

Έ
を
ܗ
੒
し
て
い
る
വ
ؗ
ࢢ
。੢
෦
地
۠
の
ྺ
࢙
త
ܠ
観
は
ࢢ
ຽ
ڞ
有
の
ࡒ

࢈
Ͱ
あ
る
と
い
う
ೝ
ࣝ
の
も
と
、「
വ
ؗ
ࢢ
੢
෦
地
۠
ྺ
࢙
త
ܠ
観
৚
ྫ
」が

੍
定
さ
れ
て
い
る
。͜
の
ྺ
࢙
の
あ
る
観
光
౎
ࢢ
の
࣋
ଓ
త
な
ັ
ྗ
૑
ग़
の

た
Ί
、重
ཁ
と
な
る
ྺ
࢙
త
ݐ
ங
物
の
保
ଘ
・
利
活
用
な
Ͳ
に
つ
い
て
、വ
ؗ

ࢢ
を
ࢹ
࡯
し
た
ࡾ
୐
理
Ұ
教
授
に
ご
寄
稿
頂
い
た
。

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

特
集
�  

ྺ
࢙
͋
Δ
౎
ࢢ
の
؍
ޫ
基
調
レ
ポ
ー
ト

വ
ؗ
─
ͦ
の
Ӆ
͞
れ
た
ྺ
࢙
ͱ
Ҩ
࢈
の
਺
ʑ

Έや ・͚Γいͪ／౎市ܭը・ݐங
ஙݐ、ըܭ ・࢙ҙঊなどの研究の
他、ੈ ք各地ͰҨ産保護などもख
ֻ͚る。『ϞルドϰΝのੈքҨ産と
ͦのम෮』（Ӌ生मೋと؂ڞ、੢
村書ళ）など著書多数。೔ຊݐங
文Խ保ଘڠ会理事も຿Ίる他、
లཡ会キϡϨーλーとしてもੈքͰ
活༂する。

୐�ཧҰࡾ
౦ژཧՊ大学
٬һ教授

特集�  ྺ࢙͋る౎ࢢͷޫ؍  基調レポート 

വؗ��ͦͷӅ͞Εͨྺ࢙とҨ࢈ͷ਺ʑ

വؗࢁから๬Ή֗ฒΈ。ࢁ௖෇ۙにはവؗཁ࠹の๒୆੻なͲྺ࢙を఻͑るҨߏが࢒って͓Γɺฏ੒13೥
（2��1）に「വؗࢁと๒୆੻」として๺ւ道Ҩ࢈にબ定。ࡦࢄコース΋੔උされて͓Γ٬ޫ؍΋๚れている。

写真1　 ݩொのീ഼ࡔɺവؗߓ಺にຎपؙをのͧΉ。手前ࠨにݩのവؗനඦ߹ঁ子ߴɺ
ӈに੟ύウロम道ঁձम道Ӄ。

写真2　 വؗϋリストスਖ਼ڭձ（1�1�）ɺࡏݱの
੟ಊは໌࣏຤のେՐ後にݐ࠶された。
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横
に
少
し
ず
ら
し
て
公
会
ಊ
を
Ҿ

き
立
た
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
、

そ
の
位
置
が
ど
こ
か
不
自
然
で
あ

る
。
加
え
て
、
こ
の
庁
ࣷ
は
ݹ
య

主
ٛ
の
ن
ൣ
の
ͻ
と
つ
で
あ
る
良

き
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
感
֮
が
ܽ

け
て
い
る
。
正
面
の
ポ
ー
チ
（
൶

ޱ
）
が
縦
長
に
Ҿ
き
Ԇ
ば
さ
れ
、

コ
リ
ン
ト
式
の
円
ப
が
細
く
な
り

す
͗
て
フ
Ỹ
サ
ー
ド
が
୆
ແ
し
に

な
っ
て
い
る
。
設
計
者
は
道
庁
営

સ
՝
の
家
田
ԙ
ో
೭
ॿ
と
さ
れ
る

が
、
ど
う
や
ら
വ
ؗ
区
の
方
が
建

ங
の
ඒ
意
識
に
対
す
る
理
解
が
道

庁
よ
り
ま
さ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

支
庁
ࣷ
の
下
、
基
ࡔ
に
沿
っ
て

Ẃ
נ
造
の
چ
ӳ
国
ྖ
事
ؗ
（
１
９

１
３
）
が
た
っ
て
い
る
、
こ
れ
も

大
Ր
後
の
建
ங
だ
。
幕
末
か
ら
明

治
初
め
に
か
け
て
വ
ؗ
に
は
結
構

な
数
の
ྖ
事
ؗ
が
あ
っ
た
が
、
現

在
、
ྖ
事
ؗ
建
ங
と
し
て
残
っ
て

い
る
の
は
こ
の
ӳ
国
ྖ
事
ؗ
と
ધ

見
町
の
چ
ロ
シ
ア
ྖ
事
ؗ
（
１
９

０
８
）（
写
真
8
）
の
み
で
あ
る
。

年
代
順
に
み
れ
ば
、
真
っ
先
に
ロ

シ
ア
が
大
工
町
（
後
の
元
町
）
に

ྖ
事
ؗ
を
構
え
、
そ
の
ྡ
に
ӳ
国
、

ࡔ
を
少
々
下
が
っ
て
フ
ラ
ン
ス
が

そ
れ
ͧ
れ
ྖ
事
ؗ
を
建
設
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
１
８
６
５
（
元
治
２
）

年
の
冬
に
ӳ
国
ྖ
事
ؗ
が
ス
ト
ー

ϒ
の
不
始
末
か
ら
Ԍ
上
、
ྡ
の
ロ

シ
ア
ྖ
事
ؗ
も
Ԇ
ম
し
た
。
復
چ

に
あ
た
っ
て
ロ
シ
ア
か
ら
の
強
い

ク
レ
ー
ム
で
ӳ
国
は
別
の
地
所
に

ྖ
事
ؗ
を
建
て
௚
す
が
、
Ր
災
の

理
༝
が
、
ྖ
事
ؗ
に
市
中
の
໊
࢜

や
外
交
官
を
ট
い
て
ԋ
ܶ
を
上
ԋ

し
た
際
、
ス
ト
ー
ϒ
൪
の
൪
人
が

そ
れ
に
気
を
と
ら
れ
出
Ր
に
気
が

つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ӕ

の
よ
う
な
࿩
だ
。
ԋ
目
が
Կ
で

あ
っ
た
か
調
べ
た
く
も
な
る
。
ロ

シ
ア
ྖ
事
ؗ
の
移
స
は
ず
い
ぶ
ん

と
後
の
࿩
で
、
一
度
ด
࠯
さ
れ
た

ྖ
事
ؗ
を
明
治
末
に
な
っ
て
വ
ؗ

山
の
൓
対
側
の
ધ
見
町
に
移
し
て

再
開
し
た
。
北
洋
ړ
業
や
日
本
海

の
物
流
の
関
係
で
ྖ
事
業
務
が
増

え
た
こ
と
が
大
き
な
理
༝
で
あ
ろ

う
。
横
඿
の
ド
イ
ツ
人
建
ங
家
デ
・

ラ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
調

の
Ẃ
נ
建
ங
で
あ
る
。

中
国
の
会
ؗ
も
あ
る
。
幕
末
に

な
っ
て
Ԥ
州
ॾ
国
の
ྖ
事
ؗ
が
注

目
さ
れ
る
中
で
、
ਗ਼
国
と
の
外
交

関
係
は
あ
ま
り
日
の
目
を
見
て
こ

な
か
っ
た
。
৚
約
が
未
క
結
で
ไ

行
所
が
ਗ਼
国
人
に
対
し
て
外
交
上

の
ن
定
を
՝
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
、
１
８
７
４（
明
治
７
）

年
に
な
っ
て
ਗ਼
国
と
の
間
に
৚
約

が
結
ば
れ
る
も
、
ྖ
事
೿
ݣ
が
な

く
、
ਗ਼
国
人
঎
人
た
ち
は
Ԥ
ถ
人

঎
人
の
໊
ٛ
を
आ
り
て
取
Ҿ
を
し

た
た
め
、
表
立
っ
た
史
資
料
が
な

い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
デ
ン
マ
ー

ク
঎
人
デ
ュ
ー
ス
は
そ
の
あ
た
り

の
໊
ٛ
ビ
ジ
ネ
ス
で
結
構
Ք
い
で

い
た
ら
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
ྖ
事
ؗ

の
建
物
も
デ
ュ
ー
ス
が
Ҿ
き
取
っ

て
南
ژ
԰
ෑ
の
໊
で
ਗ਼
国
人
の
঎

団
に
ି
し
て
い
た
。
വ
ؗ
に
集

ま
っ
た
ਗ਼
国
人
は
ࠛ
布
や
海ㆪ

ㆾ
㆓૏
な

ど
海
産
物
を
ѻ
う
෋
༟
な
中
国
঎

人
で
、
長
ߐ
下
流
の
ᔳ
ߐ
省
や
ߐ

ો
省
出
身
者
が
多
か
っ
た
。
横
඿

の
ډ
留
地
に
住
ん
で
い
た
ਗ਼
国
人

の
多
く
が
Ԥ
ถ
人
の
使
用
人
で

あ
っ
た
の
と
は
大
き
く
ҧ
う
。

現
在
残
る
中
国
関
係
の
建
ங
と

い
う
と
、
໻
生
小
学
校
（
ੲ
の
শ

໊
ࣉ
・
ড়
ົ
ࣉ
の
跡
地
に
建
設
）

の
は
す
向
か
い
に
た
つ
വ
ؗ
中
՚

会
ؗ
（
１
９
１
０
）
で
あ
ろ
う
（
写

ؗ
を
建
て
よ
う
と
し
て
ไ
行
所
に

土
地
の
確
保
と
造
成
を
寄
ୗ
し
た

場
所
で
あ
っ
た
。
資
ۚ
が
シ
ョ
ー

ト
し
た
た
め
に
工
事
は
中
அ
、
そ

こ
に
横
඿
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
ؗ
が

介
入
し
て
こ
の
土
地
を
ৡ
り
受
け
、

੟
ಊ
を
建
設
す
る
。
ち
な
み
の
当

初
の
フ
ラ
ン
ス
ྖ
事
ؗ
は
そ
の
ྡ
、

一
ஈ
低
く
な
っ
た
ෑ
地
に
あ
っ
た
。

Կ
度
も
Ր
災
に
あ
っ
た
が
、
現
在

そ
こ
に
た
つ
分
཭
೿
風
デ
ザ
イ
ン

の
住
୐
（
࿯
見
家
住
୐
）
は
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
の
大
Ր
௚
後

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
ま
だ
文

化
ࡒ
ొ
録
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

（
写
真
7
）
が
で
き
た
こ
と
で
、

ไ
行
所
の
中
਻
部
分
は
そ
ち
ら
に

移
స
す
る
が
（
１
８
６
４
）、
こ

の
ෑ
地
は
あ
い
か
わ
ら
ず
御
఼
と

い
わ
れ
、
ไ
行
所
の
付
ଐ
施
設
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
明
治
に

入
っ
た
後
、
ޒ
ྏ
ֲ
の
ไ
行
所
は

取
り
壊
し
と
な
り
、
改
め
て
こ
ち

ら
の
役
所
が
開
拓
使
支
庁
と
さ
れ
、

行
੓
෎
の
役
ׂ
を
果
た
す
。
元
町

地
区
を
ऻ
う
Կ
度
も
の
大
Ր
に
際

し
て
は
、
他
の
建
ங
܈
と
同
じ
ӡ

໋
を
た
ど
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

大
半
の
建
ங
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

Ẃ
נ
造
の
書
੶
ݿ
（
１
８
８
０
）

だ
け
が
類
ম
を
໔
れ
た
。
土
ଂ
を

十
分
に
そ
の
価
値
が
あ
る
建
物
で

あ
る
。

ϋ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ

ク
元
町
教
会
（
写
真
３
、
４
）
は

と
も
に
വ
ؗ
を
৅
௃
的
に
表
す
も

の
と
し
て
よ
く
ポ
ス
タ
ー
に
用
い

ら
れ
る
。
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク

と
い
う
こ
と
で
、
య
ྱ
や
建
ங
原

理
は
ҟ
な
っ
て
い
る
が
、
ྡ
同
࢜

の
関
係
も
あ
っ
て
か
、
建
設
、
被
災
、

再
建
の
プ
ロ
セ
ス
は
よ
く
ࣅ
て
い
る
。

正
教
会
は
正
式
໊
を
「
主
の
復
活

੟
ಊ
」
と
い
い
、
１
８
６
０
（
万

Ԇ
元
）
年
に
現
在
地
に
ྖ
事
ؗ
と

と
も
に
建
て
ら
れ
た
。
そ
れ
が
１
８

７
９
（
明
治
12
）

年
の
大
Ր
で
ম
け

落
ち
て
再
建
、
そ

の
後
１
９
０
７

（
明
治
40
）
年
に

再
び
大
Ր
に
遭
っ

て
ম
失
、
現
在
の

੟
ಊ
は
１
９
１
６

（
大
正
５
）
年
に

建
設
さ
れ
た
三
代

目
で
あ
る
。
カ
ト

リ
ッ
ク
元
町
教
会

も
同
様
に
被
災
し
、

１
９
２
４
（
大
正

13
）
年
に
ম
け

残
っ
た
ۥ
体
に
増

改
ங
す
る
か
た
ち

で
現
在
の
੟
ಊ
が

Ẃ
נ
に
置
き
׵
え
て
つ
く
っ
た
଱

Ր
建
ங
で
、
二
֊
建
の
洋
風
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
こ
と
で
建
設
当
初
か

ら
目
立
っ
て
い
た
。
چ
ۚ
森
洋
物

ళ
（
１
８
８
０
）
と
ฒ
ん
で
明
治

初
頭
の
و
重
な
Ҩ
構
と
し
て
今
日

に
伝
わ
る
。
വ
ؗ
で
現
存
す
る
明

治
建
ங
で
も
っ
と
も
ݹ
い
の
は
、

そ
の
１
年
前
に
੨
༄
町
の
വ
ؗ
公

園
で
開
か
れ
た
ത
覧
会
の
た
め
の

施
設
、
چ
വ
ؗ
ത
物
ؗ
２
౩
（
１

８
７
９
）
で
あ
り
、
明
治
初
年
の

も
の
が
わ
ず
か
数
౩
し
か
残
っ
て

い
な
い
の
は
Ր
災
多
発
都
市
と
し

て
の
॓
໋
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

明
治
末
の
大
Ր
の
後
で
再
建
さ

れ
た
北
海
道
庁
支
庁

の
庁
ࣷ
（
１
９
０
９
）

は
今
日
ま
で
保
存
さ

れ
て
い
る
。
も
と
も

と
ไ
行
所
の
ෑ
地
に

対
し
て
軸
線
の
役
ׂ

を
果
た
し
て
き
た
基

㇂
と
ㆂ

ࡔ
の
上
୺
に
ア
イ
ス

ト
ッ
プ
と
し
て
建
設

さ
れ
、
翌
年
に
そ
の

എ
後
の
一
ஈ
と
高
く

な
っ
た
ෑ
地
に
公
会

ಊ
が
つ
く
ら
れ
る
。

１
９
８
０
年
に
解
体

さ
れ
た
材
を
使
っ
て

こ
の
支
庁
の
復
原
を

行
っ
た
際
、
ෑ
地
を

׬
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
正
末
の

再
建
と
考
え
ら
れ
案
内
書
に
も
そ

う
記
ࡌ
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の

調
査
研
究
で
、
１
９
１
０
（
明
治

43
）
年
再
建
の
੟
ಊ
の
Ẃ
נ
造
の

น
体
や
Ԇ
ম
を
໔
れ
た
ス
テ
ン
ド

ガ
ラ
ス
を
そ
の
ま
ま
使
い
小
԰
組

な
ど
木
造
部
分
を
Ս
け
௚
し
て
復

ڵ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
ै
来
の
આ
を
෴
し
、
വ

ؗ
に
残
る
و
重
な
明
治
建
ங
の
ͻ

と
つ
と
し
て
ѻ
う
べ
き
で
あ
る
。

白
ඦ
合
学
園
に
関
し
て
は
、
度

重
な
る
大
Ր
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
建

ங
の
す
べ
て
を
ম
失
し
、
し
か
も

移
స
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
明
治

大
正
の
建
物
は
ま
っ
た
く
残
っ
て

い
な
い
。
重
要
な
の
は
、
幕
末
に

建
て
ら
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
ྖ
事
ؗ

の
建
物
が
シ
Ỿ
ル
ト
ル
修
道
ঁ
会

の
ख
に
౉
っ
て
修
道
Ӄ
に
改
૷
さ

れ
、
校
ࣷ
を
֦
ு
し
て
現
在
の
ن

໛
に
౸
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
の
不
動
産
取
Ҿ
を
ࠩ

配
し
た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
こ
の
地
で
活
༂
し
た
デ
ン

マ
ー
ク
人
঎
人
+
�
)
�
デ
ュ
ー

ス
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
ྖ
事
や
フ
ラ

ン
ス
代
ห
ྖ
事
を
務
め
た
り
し
て

外
交
官
の
إ
も
も
っ
て
い
た
。
生

֔
വ
ؗ
に
住
み
続
け
、
൴
の
ุ
は

外
国
人
ุ
地
の
一
۱
に
設
け
ら
れ

て
い
る
。

ߦ
੓
෎
と
外
ަ
ڌ
఺

元
町
教
会
܈
か
ら
า

い
て
北
に
５
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、

വ
ؗ
で
も
っ
と
も
目
立

つ
歴
史
的
建
造
物
と
も

い
わ
れ
る
چ
വ
ؗ
区
公

会
ಊ
（
写
真
5
、
6
）（
１
９
１
０
）

で
あ
る
。「
区
」
と
い
う
の
は
そ
の

ࠒ
の
北
海
道
で
用
い
ら
れ
て
い
た

都
市
部
の
地
方
区
分
で
、
今
日
の

「
市
」
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
こ

の
時
代
の
公
共
建
ங
で
流
行
っ
た

コ
ロ
ニ
ア
ル
風
の
折
஭
主
ٛ
ス
タ

イ
ル
を
基
調
と
し
た
二
֊
建
て
の

木
造
建
ங
、
修
復
に
あ
た
っ
て
当

初
の
色
࠼
で
あ
っ
た
੨
と
ԫ
色
で

ృ
૷
し
た
た
め
に
や
け
に
೿
ख
な

ҹ
৅
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
中
西
部
あ

た
り
に
あ
り
そ
う
な
色
࠼
感
֮
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
設
計
者

は
区
の
営
સ
ٕ
ࢣ
小
西
ே
次
࿠
、

洋
風
デ
ỹ
テ
ー
ル
に
書
Ӄ
風
室
内

が
う
ま
く
ࠞ
ͥ
合
わ
さ
れ
、
地
方

都
市
の
営
સ
組
৫
で
あ
っ
て
も
࿹

の
た
つ
建
ங
家
が
存
在
し
た
こ
と

を
物
ޠ
っ
て
い
る
。
た
だ
の
公
会

ಊ
で
は
な
く
、
翌
年
に
߇
え
た
ߖ

太
子
（
後
の
大
正
天
ߖ
）
行
ܒ
を

考
慮
し
て
、
行ㆀ

㇓

在㆖
ㆂ

所
と
し
て
の
॓

ധ
機
能
が
そ
な
わ
っ
て
い
た
。
当

時
の
৸
室
や
御
࠲
所
な
ど
が
き
れ

い
に
復
原
さ
れ
て
い
る
。
ࡳ
ຈ
の

๛
平
ؗ
（
１
８
８
０
）
を
先
ۦ
と

す
る
北
海
道
ܴ
ෂ
ؗ
の
ͻ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
所
は
幕
末
の
箱
ؗ
ไ
行

所
の
所
在
地
で
あ
り
、
ॾ
外
国
に

໳
ށ
を
開
い
た
ば
か
り
の
日
本
国

の
外
交
折
ি
の
表
舞
୆
で
あ
っ
た
。

港
を
一
๬
す
る
高
୆
に
造
成
さ
れ
、

そ
の
下
の
斜
面
を
ͻ
な
ஃ
状
に
造

成
し
て
役
人
の
た
め
の
役
୐
や
同

心
長
԰
、
さ
ら
に
は
՜
Ҕ
地
防
衛

を
目
的
と
し
た
東
北
ॾ
ൡ
の
ൡ
ฌ

の
ਞ
԰
な
ど
を
配
置
し
て
い
た
。

や
が
て
箱
ؗ
山
か
ら
み
て
ԕ
方
に

広
が
る
原
野
の
中
ఔ
に
ޒ
ྏ
ֲ

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全特集�  ྺ࢙͋る౎ࢢͷޫ؍  基調レポート 

വؗ��ͦͷӅ͞Εͨྺ࢙とҨ࢈ͷ਺ʑ

写真3ɺ4　 カトリックݩொ੟ಊ（1�1�）。ນ຤に૑ݐɺࡏݱの੟ಊは1�21೥の
େՐ後ɺ被ࡂしたωオΰシックの੟ಊを෮ࡇ。چஃはೆチロルの޻
๪にಛ஫。

写真5ɺ�　 چവؗ۠ެձಊ（1�1�）ɺେ
Ր後にݩไߦॴ上のෑ地に
。設ݐ෇によってدຽたͪのࢢ
。ॴを݉Ͷるࡏߦଠ子のߖ

写真7　 ྏޒ （ֲ1��4）。ϑϥンスのϰΥーόンのྏᆙをϞσルに෢ా൹
三࿠が設ܭ。த৺にശؗไߦॴ。ग़ೖΓは手前のᆙྥからɺ৓
ֲのޱދとഅग़を思わͤる。

写
真
�

چ
ϩ
シ
Ξ
ྖ
事
（ؗ
�
�
�
�
）ỏ

௕
Β
く
ด
࠯
͞
Ε
ͯ
い
た
࿐
ࠃ
ྖ

事
ؗ
Λ
ધ
ݟ
ொ
ʹ
Ҡ
స
。໌
࣏
຤

の
و
ॏ
ͳ
ྖ
事
ؗ
ݐ
ங
の
Ҩ
ߏ
。



2021 Docon Regional Research  Docon Regional Research

大
々
的
な
๒
୆
建
設
が
決
定
さ
れ

た
。「
വ
ؗ
港
防
御
๒
୆
」
と
呼

ば
れ
現
地
調
査
の
結
果
、
௡
ܰ
海

ڦ
を
見
下
ろ
す
വ
ؗ
山
の
ޒ
か
所

に
そ
れ
ͧ
れ
๒
୆
が
置
か
れ
る（
写

真
13
）。

今
日
、
വ
ؗ
の
Ӆ
れ
た
໊
所
と

い
わ
れ
る
の
が
こ
の
๒
୆
跡
で
あ

る
（
写
真
14
）。
尾
ࠜ
筋
に
そ
っ
て

土
地
造
成
を
行
い
ᆙ
ྥ
を
ங
設
、

そ
こ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
๒
চ
を

つ
く
っ
て
28
サ
ン
チ
ᒙ
஄
๒
を
ਾ

え
る
。
ฌ
һ
や
஄
ༀ
の
た
め
の
ア
ー

チ
型
の
地
下
構
造
物
が
と
も
な
う
。

全
国
一
཯
の
標
準
設
計
を
採
用
し
、

１
カ
月
ఔ
度
の
工
事
で
׬
成
し
た
。

こ
の
๒
୆
建
設
の
੹
任
者
は
๒
工

ฌ
会
議
議
長
の
ݹ
川
એ
ᩆ
少
ক
で

あ
る
。
歴
史
好
き
の
人
間
に
は
൴

の
໊
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
１

８
８
０
（
明
治
13
）
年
に
ӿ
本
෢

揚
海
܉
大
臣
に
よ
っ
て
ペ
ル
シ
Ỿ

に
೿
ݣ
さ
れ
、
建
ங
家
と
し
て
ペ

ル
セ
ポ
リ
ス
や
イ
ス
フ
Ỹ
ϋ
ン
を

つ
ぶ
さ
に
見
学
し
、
ま
た
通
༁
と

し
て
ޏ
い
入
れ
た
ド
イ
ツ
人
言
ޠ

学
者
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
か
ら
ݹ
代

ペ
ル
シ
Ỿ
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に

つ
い
て
深
く
学
ん
で
ؼ
国
し
た
人

物
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、
要
࠹
畑

を
า
み
、
東
ژ
࿷
要
࠹
な
ど
多
く

の
ங
৓
を
ख
が
け
た
。
വ
ؗ
要
࠹

（
１
８
９
８
）は
そ
の
最
終
形
と
い
っ

て
も
よ
い
。
日
࿐
戦
૪
の
ຄ
発
と

と
も
に
വ
ؗ
山
は
ۓ
ு
に
แ
ま
れ

る
が
、
こ
の
๒
୆
が
実
戦
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

御
఼
山
๒
୆
を
含
め
た
ޒ
๒
୆

の
跡
は
、
当
然
な
が
ら
๒
は
な
く
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ᆙ
ྥ
の
み
が
残
っ

て
い
る
。
๒
୆
マ
ニ
ア
は
全
国
に

多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
の
近

代
史
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
要
࠹
を

つ
く
っ
た
人
た
ち
の
إ
を
思
い
ු

か
べ
な
が
ら
Ҩ
産
を
ḷ
る
と
、
ま

た
別
の
味
わ
い
が
あ
る
。
お
ק
め

の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

以
上
、
വ
ؗ
を
例
と
し
て
観
光

資
源
と
し
て
の
歴
史
Ҩ
産
を
ோ
め

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
Ҩ
産
が
人
々

に
共
有
さ
れ
る
に
は
、
そ
れ
自
体

が
レ
プ
リ
カ
で
な
く
本
物
で
あ
る

（
オ
セ
ン
テ
ỹ
シ
テ
ỹ
）
と
同
時

に
そ
の
എ
後
に
歴
史
と
空
間
を
め

ぐ
る
大
き
な
物
ޠ
（
ナ
ラ
テ
ỹ
ϒ
）

が
あ
る
こ
と
が
؊
要
だ
。
実
際
、

വ
ؗ
は
୹
い
歴
史
に
も
か
か
わ
ら

ず
そ
れ
ら
が
٧
ま
っ
て
い
る
。
自

治
体
、
地
域
住
民
、
そ
し
て
外
国

人
を
含
め
て
こ
の
町
を
Ѫ
す
る
多

く
の
人
々
が
こ
の
Ҩ
産
の
系
を
大

切
に
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

真
9
）。
関
ఇ
Ṫ
を
と
も
な
っ
た

集
会
所
で
、
外
交
施
設
で
は
な
い

が
、
വ
ؗ
在
住
の
՚
ڛ
が
資
ۚ
を

出
し
あ
っ
て
建
設
に
ࢸ
っ
た
。
横

඿
や
長
࡚
の
関
ఇ
Ṫ
は
戦
災
で
ম

失
し
、
戦
後
の
再
建
に
な
る
が
、

こ
ち
ら
は
明
治
末
の
建
ங
が
そ
の

ま
ま
生
き
て
い
て
Ҩ
産
学
的
に
も

ڵ
味
深
い
。
配
置
は
ख
前
（
南
面
）

に
୺
໳
、
中
ఉ
（
Ӄ
）
を
ڬ
ん
で

Ṫ
ಊ
と
い
う
伝
౷
形
式
を
౿
ऻ
し

て
い
る
が
、
冬
の
積
雪
を
考
慮
し

て
中
ఉ
に
は
԰
ࠜ
が
か
か
り
ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
で
採
光
す
る
。
୺
໳
は

道
に
面
し
た
四
֯
い
フ
Ỹ
サ
ー
ド

の
形
態
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ࠨ
ӈ
の
入
ޱ
に
は
「
山
ً
」

と
「
川
ᇪ
」
の
ἷ
額
が
ܝ
げ
ら
れ

い
る
が
、
こ
れ
は
ᲇ
৾
時
代
の
中

拓
を
目
的
と
し
て
ト
ラ
ピ
ス
ト
を

՜
Ҕ
地
に
ট
き
چ
幕
臣
た
ち
と
と

も
に
՜
Ҕ
地
の
開
拓
事
業
を
動
か

す
心
づ
も
り
で
あ
っ
た
。
ӿ
本
܉

が
ഊ
れ
る
の
で
こ
の
構
想
は
൓
ݹ

と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
側
は
約
ଋ
を
守
り
、
四
半

世
紀
後
に
உ
ঁ
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修

道
会
を
വ
ؗ
に
೿
ݣ
し
、
農
地
開

拓
を
と
も
な
う
修
道
活
動
を
始
め

る
こ
と
に
な
る
。

幕
末
で
も
明
治
で
も
വ
ؗ
の
戦

ུ
的
価
値
は
ม
わ
ら
な
い
。
明
治

新
੓
෎
は
ҡ
新
の
過
ఔ
で
箱
ؗ
か

ら
幕
෎
の
残㆖

㇓

ᕥ㆕
ㆂ

を
一
૟
し
よ
う
と

国
で
記
さ
れ
た
཮
機
に
よ
る
文
ܳ

࿦
ứ
文
ො
Ừ
か
ら
の
Ҿ
用
で
あ
る
。

山
と
川
に
ୗ
し
た
風
ܠ
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
会
得
す
る
に
あ
た
っ
て
ඒ

し
い
も
の
を
ඒ
し
い
と
い
え
る
感

情
の
高
ま
り
が
必
要
だ
と
い
う
意

味
だ
が
、
཮
機
が
ߐ
ો
省
ો
州
の

出
身
と
い
う
こ
と
で
同
ڷ
の
よ
し

み
で
こ
の
ޠ
۟
を
選
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
中
国
か
ら
職
人
を

呼
び
家
۩
調
度
も
中
国
੡
と
い
う

こ
と
で
細
部
ま
で
ો
州
風
の
デ
ザ

イ
ン
が
行
き
ಧ
き
、
Ẃ
נ
造
の
଱

Ր
建
ங
と
あ
い
ま
っ
て
国
内
で
も

ߐ
南
エ
リ
ア
の
ਗ਼
ே
デ
ザ
イ
ン
を

伝
え
る
第
一
ڃ
の
建
ங
Ҩ
産
で
あ

り
、
近
๣
の
૬
馬
株
式
会
社
の
社

԰
（
１
９
１
４
）
な
ど
と
ฒ
ん
で

す
ぐ
れ
た
ܠ
観
を
生
み
出
し
て
い

し
た
。
ޒ
ྏ
ֲ
の
ไ
行
所
は
取
り

壊
さ
れ
、
ห
天
୆
場
は
一
時
は
཮

܉
の
๒
ฌ
部
ୂ
（
വ
ؗ
๒
ୂ
）
の

ற
ಮ
地
と
な
る
が
、
ख
ڱ
の
た
め

明
治
半
ば
に
な
っ
て
破
٫
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
中
で
ු
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
が
国
内
の
治
安
以
上
に
、

国
際
社
会
の
ۓ
ு
と
近
ྡ
国
と
の

ฆ
૪
で
あ
る
。
௡
ܰ
海
ڦ
は
国
際

๏
で
認
め
ら
れ
た
国
際
海
ڦ
な
の

で
外
国
ધ
が
自
༝
に
通
行
で
き
る
。

ٯ
に
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
攻
撃
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
明
治
20
年
代
に
入
っ
て

཮
܉
は
വ
ؗ
を
要
࠹
地
に
指
定
し
、

る
（
写
真
10
）。

ޒ
ྏ
ֲ
か
ら
വ
ؗ
山
に

ޒ
ྏ
ֲ
は
幕
෎
が
建
設
し
た
国

土
防
衛
の
た
め
の
৓
ֲ
で
あ
る
が
、

そ
の
土
地
利
用
、
全
体
の
フ
Ỽ
ル

ム
、
防
衛
思
想
は
ै
来
の
৓
の
֓

念
を
こ
と
͝
と
く
く
つ
が
え
す
。

し
い
て
い
え
ば
、
ੴ
֞
を
囲
む
ງ

が
水
ງ
に
な
り
、
出
入
ޱ
の
ᆙ
ྥ

も
ͻ
と
つ
に
限
り
「
馬
出
し
」
の

形
状
と
な
っ
て
い
る
点
で
日
本
の

৓
ֲ
思
想
を
Ҿ
き
ず
っ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

幕
෎
の
ث
ց
஄
ༀ
方
を
務
め
て

い
た
大
ऱ
ൡ
࢜
෢
田
൹
三
࿠
が
、

た
ま
た
ま
箱
ؗ
に
寄
港
し
た
෹
؋

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ
の
؋
長
か
ら

ϰ
Ỽ
ー
バ
ン
式
の
ங
৓
図
面
を
౉

さ
れ
た
こ
と
か
ら
ޒ
ྏ
ֲ
の
ア
イ

デ
ア
が
始
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

Ԥ
州
で
は
当
然
と
な
っ
て
い
た
ྏ

ᆙ
式
の
৓
࠹
に
つ
い
て
研
究
を
深

め
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
新
た
な
ங
৓

原
理
で
建
設
し
た
の
が
こ
の
要
࠹

で
あ
る
。
そ
の
内
側
に
ไ
行
所
、

外
側
に
役
୐
܈
を
配
し
て
新
た
な

行
੓
෎
を
つ
く
っ
た
が
、
๒
撃
戦

を
前
ఏ
に
建
ங
を
高
く
目
立
た
せ

る
こ
と
は
ጨㆯ

ㆰ
ㆉ
ら
れ
た
。
箱
ؗ
の
防

衛
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、
こ
の
ޒ
ྏ

ֲ
と
合
わ
せ
て
箱
ؗ
山
の
࿢
に
ห

天
୆
場
を
つ
く
り
、
ま
た
ޒ
ྏ
ֲ

近
く
に
造
成
さ
れ
て
い
た
௡
ܰ
ൡ

の
ਞ
԰
が
大
き
な
役
ׂ
を
果
た
し

て
い
た
。
そ
れ
Ώ
え
ฺ
ୢ
戦
૪
の

最
後
と
な
る
箱
ؗ
戦
૪
で
は
攻
৓

戦
、
つ
ま
り
ਞ
地
の
取
り
合
い
が

Կ
度
も
܁
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
そ

の
組
৫
的
な
戦
ज़
は
あ
ま
り
注
目

さ
れ
ず
、
新
Ḥ
組
的
な
土
方
歳
三

の
戦
๏
の
み
が
࿩
題
に
な
る
。
ち

な
み
に
、
ฺ
ୢ
戦
૪
の
過
ఔ
で

大
々
的
な
攻
৓
戦
と
な
っ
た
の
は

越
後
の
長
Ԭ
৓
、
෱
島
の
白
河
৓

と
会
௡
৓
く
ら
い
で
、
伝
౷
的
な

日
本
の
৓
ֲ
は
ᒙ
஄
๒
な
ど
の
近

代
ฌ
ث
に
対
し
て
੬
ऑ
で
あ
っ
た
。

ӿ
本
܉
に
加
わ
っ
た
ジ
ュ
ー
ル
・

ϒ
リ
ュ
ネ
๒
ฌ
大
җ
が
ྏ
ᆙ
式
の

ޒ
ྏ
ֲ
で
ど
の
よ
う
に
作
戦
を
立

て
て
い
た
か
大
ม
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
写
真
11
）。

こ
の
ϒ
リ
ュ
ネ
は
新
੓
෎
܉
の

攻
撃
に
そ
な
え
て
ޒ
ྏ
ֲ
の
北
側

に
野
戦
ਞ
地
と
し
て
四
ྏ
ֲ
の
建

設
も
行
っ
た
（
写
真
12
）。
現
在

๚
れ
て
み
る
と
土
ྥ
の
か
た
ま
り

と
な
っ
て
考
ݹ
Ҩ
跡
の
よ
う
に
も

見
え
る
。
近
๣
の
人
々
が
๚
れ
る

੩
か
な
緑
地
公
園
に
な
っ
て
い
る

の
が
心
地
よ
い
。
ϒ
リ
ュ
ネ
は
ӿ

本
෢
揚
の
た
め
に
՜
Ҕ
共
和
国
樹

立
の
た
め
の
建
白
書
の
ド
ラ
フ
ト

を
認
め
て
い
る
。
そ
の
ख
ߘ
は
パ

リ
の
ア
ー
カ
イ
ϒ
に
残
さ
れ
て
い

て
日
本
で
は
未
紹
介
だ
が
、
そ
の

ࠒ
長
࡚
で
܁
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

キ
リ
シ
タ
ン
の
஄
圧
（
Ӝ
上
四
൪

่
れ
）
に
驚
ዼ
し
、
৴
教
の
自
༝

を
ܝ
げ
て
新
天
地
の
構
想
を
࿅
っ

た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
に
原
野
開

写
真
11

ശ
ؗ
ઓ
૪
࣌
の
෹
人
࢜
׭
・
Լ
࢜

׭
ͱ
چ
ນ
ਉ
。δ
ỿ
ー
ル・
ϒ
Ϧ
ỿ
ω

（
લ
ྻ
ࠨ
か
Β
ೋ
൪
໨
）ͱ
দ
ฏ

ଠ
࿠
෭
૯
）ࡋ
ӈ
ྡ
）。

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全特集�  ྺ࢙͋る౎ࢢͷޫ؍  基調レポート 

വؗ��ͦͷӅ͞Εͨྺ࢙とҨ࢈ͷ਺ʑ

写真�　 വؗத՚ձ （ؗ1�1�）ɺࡏവ՚ڛのد෇によΓؔ
ఇṪ�ूձॴとしてݐ設。道࿏に໘し୺໳ɺԞの
Ṫಊ԰ࠜをਖ਼੸（େ౩）と᳋ඌが০る。写真12　 ࢛ ྏ （ֲ1���）ɺ܉׭のܸ߈にͦな͑໺ઓਞ地としてݐ設。ジュー

ルɾϒリュωの設ܭ。࢛ 方޲に޲けたྕᆙに๒࠲が置かれた。
　　　　（写真提供／വؗڭࢢҭҕһձ）

写真1�　 ૬അࣜגձ社社԰ 	1�14）ɺ߽ ঎૬അ఩ฏの
ࠐኮを٧Ίޠձ社。木଄にωオόロックのۀࣄ
Μͩ。

写真13　 「വؗ๷ࢁ఼ޚޚ๒୆」（ୈೋ๒୆）設ܭ図（1���）ɺ三جの๒࠲
　　　　 のࠨӈに؍ଌॴɺւからは௚઀͑ݟない。（๷Ӵল๷Ӵڀݚॴଂ）

写
真
14

ޚ
఼
ࢁ
ୈ
ೋ
๒
୆
๒
࠲
੻
ỏί
ϯ

ク
Ϧ
ー
τ
の
ڳ
ᆧ
で
ғ
Μ
で
๒
࠲

Λ
つ
く
Γ
ỏ2�
α
ϯ
ν
ᒙ
஄
๒
Λ

ઃ
ஔ
ỏอ
ଘ
ঢ়
ଶ
͸
ྑ
い
。
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新
ن
事
業
と
し
て
ứ
小
樽
バ
イ
ン
Ừ

や
ứ
小
樽
ӡ
河
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ừ
を

立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
的
建
造
物
の
指
定
で

補
修
や
一
部
改
修
も
慎
重
に

ᴹ
ᴹ

ݐ
物
の
ҡ
࣋
に
ۤ
࿑
し
て
い

る
఺
は
あ
Γ
ま
す
か
ʁ

ଠ
ా

ै
前
よ
り
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
外
観
は
ۃ
力
保
護
し
て
い
ま

し
た
が
、
指
定
を
受
け
て
か
ら
は
、

Կ
か
ख
を
加
え
る
場
合
は
、
小
樽

市
さ
ん
と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
、

勝
ख
に
私
共
だ
け
で
や
る
と
い
う

༁
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
外
น
ృ
૷
す
る
際
に
、
ృ

料
の
色
も
指
定
が
あ
っ
た
り
、
൳

の
あ
る
部
分
を
ち
Ỷ
っ
と
ม
更
し

た
い
時
も
市
と
の
協
議
が
必
要
で

す
。
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
際
に

は
室
外
機
を
見
え
な
い
と
こ
ろ
に

配
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
り
。

指
定
を
受
け
て
い
る
建
物
を
所
有

し
て
い
る
皆
さ
ん
は
ど
こ
も
同
じ

ۤ
࿑
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
は
思

い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
ख
続
き
の

ਝ
速
化
、
؆
ུ
化
を
お
ئ
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

ࡔ
ా

ま
た
、
外

観
を
೿
ख
に
૷
০

で
き
ま
せ
ん
。
営

業
的
な
面
で
言
え

ば
も
っ
と
出
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、

؃
൘
な
ど
も
最
低

限
に
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
ど
う
に

も
ݫ
し
い
の
が
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
改

修
で
す
。ứ
小
樽

バ
イ
ン
Ừ
の
正
面

入
り
ޱ
に
は
֊
ஈ

が
あ
り
ま
す
が
、

ス
ロ
ー
プ
を
つ
け

る
こ
と
は
難
し
く
、

建
物
側
面
で
あ
ろ

か
つ
て
「
北
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」

と
呼
ば
れ
、
北
海
道
一
の
金
融
都

市
と
し
て
繁
栄
し
た
小
樽
。
色
内

地
区
に
は
今
も
数
々
の
銀
行
建
築

が
保
全
・
活
用
さ
れ
て
い
る
。
明

治
末
期
に
建
造
さ
れ
た
旧
北
海
道

銀
行
本
店
は
、
ワ
イ
ン
＆
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
『
小
樽
バ
イ
ン
』
と

し
て
、
地
元
で
愛
さ
れ
て
い
る
。

事
業
を
展
開
す
る
北
海
道
中
央
バ

ス
株
式
会
社
に
、
歴
史
的
建
造
物

を
守
る
意
義
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

歴
史
的
価
値
の
あ
る

建
物
を
取
得
し
た
理
由

ᴹ
ᴹ

ま
ͣ
は
ݐ
物
の
֓
ཁ
と
、
๺

ւ
ಓ
த
ԝ
ό
ε
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
が
औ
ಘ

し
た
ܦ
Ң
を
教
͑
て
͘
ͩ
さ
い
。

ଠ
ా

ฐ
社
の
本
社
ビ
ル
で
も
あ

り
、
ま
た
北
海
道
の
ワ
イ
ン
と
食

を
ת
能
し
て
い
た
だ
く
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
ứ
小
樽
バ
イ
ン
Ừ
と
し

て
活
用
し
て
い
る
こ
の
建
物
は
、

う
と
新
た
に
น
に
݀
を
開
け
る
な

ん
て
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
そ

の
辺
が
೰
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ଠ
ా

小
樽
市
に
は
「
小
樽
の
歴

史
と
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
ܠ
観
৚
例
」
が
あ
り
、
小
樽
市

ొ
録
・
指
定
歴
史
的
建
造
物
を
保

全
す
る
た
め
の
ٕ
ज़
ԉ
ॿ
や
༥
資

の
あ
っ
せ
ん
、
外
観
の
保
全
に
要

す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
予
ࢉ

の
ൣ
囲
内
で
ॿ
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
建
物

の
持
続
的
な
保
護
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
ҡ
持
に
関
わ
る
費
用
の
ॿ

成
を
も
っ
と
֦
ॆ
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

歴
史
を
物
語
る
建
物
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
も

ᴹ
ᴹ

ޚ
ࣾ
は
ό
ε
ࣄ
ۀ
が
ϝ
Π
ϯ

Ͱ
す
が
、
͜
の
よ
う
な
ྺ
࢙
త
Ձ

஋
の
あ
る
ݐ
物
を
活
用
し
た
ҿ
৯

ࣄ
ۀ
と
の
૬
৐
ޮ
Ռ
΍
ϝ
Ϧ
ỽ
τ

な
Ͳ
は
あ
Γ
ま
し
た
か
ʁ

ଠ
ా

バ
ス
と
観
光
施
設
の
親
和

性
は
ඇ
ৗ
に
高
い
も
の
で
す
か
ら
、

や
は
り
૬
৐
効
果
は
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
Ւ
で
は
大
人
数
の
受
け
入

れ
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
、
最
近
で
は
৐
務
һ
不
足
で
ツ

ア
ー
バ
ス
の
調
整
が
難
し
い
な
ど

の
՝
題
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

明
治
45
年
（
大
正
元
年
）
に
建
ங

さ
れ
た
「
چ
北
海
道
ۜ
行
本
ళ
」

で
す
。
設
計
は
日
本
近
代
建
ங
の

෕
と
も
呼
ば
れ
る
ୢ
野
ۚ
ޗ
の
ఋ

子
で
あ
っ
た
長
野
Ӊ
平
治
で
、「
日

本
ۜ
行
چ
小
樽
支
ళ
」
も
൴
の
設

計
で
す
。
昭
和
19
年
か
ら
は
北
海

海
ӡ
局
の
庁
ࣷ
と
し
て
使
用
さ
れ
、

昭
和
40
年
に
当
社
が
取
得
し
、
本

社
ビ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
一
部
増

ங
な
ど
し
て
お
り
ま
す
が
、
外
観

は
お
お
む
Ͷ
創
建
当
時
の
࢟
を
残

し
て
い
ま
す
。

昭
和
60
年
に
小
樽
市
指
定
歴
史

的
建
造
物
（
第
６
߸
）
の
指
定
を

受
け
、
平
成
８
年
に
ứ
小
樽
バ
イ

ン
Ừ
を
開
業
し
ま
し
た
。

ᴹ
ᴹ

ޚ
ࣾ
Ͱ
は
ଞ
に
も
ྺ
࢙
త
ݐ

ங
を
औ
ಘ
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ଠ
ా

ۜ
行
街
の
中
心
に
位
置
す

る
ứ
小
樽
ӡ
河
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ừ
の

建
物
が
ฐ
社
の
第
２
ビ
ル
で
し
て
、

大
正
11
年
に
建
ங
さ
れ
た
「
چ
三

ඛ
ۜ
行
小
樽
支
ళ
」
で
す
。
昭
和

現
在
小
樽
バ
イ
ン
で
は
ళ
ฮ
の
ӡ

営
体
制
の
再
構
ங
や
ళ
ฮ
内
の
改

૷
な
ど
の
見
௚
し
に
着
ख
し
て
お

り
、
今
後
は
地
域
ৼ
ڵ
に
資
す
る

よ
う
な
ツ
ア
ー
に
も
力
を
入
れ
て
、

観
光
事
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

͜
の
ݐ
物
を
活
用
し
、
自
࣏

ମ
΍
ࢢ
ຽ
と
࿈
ܞ
Ͱ
活
動
さ
れ
て

い
る
͜
と
は
あ
Γ
ま
す
か
ʁ

ࡔ
ా

中
ԝ
バ
ス
は
「
お
た
る
日

ۜ
通
り
ま
ち
づ
く
り
ܠ
観
協
議
会
」

に
加
入
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ

は
歴
史
的
建
造
物
が
立
ち
ฒ
ぶ
日

ۜ
通
り
の
地
域
特
性
を
活
か
し
て
、

観
光
٬
に
も
喜
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
目
的
で

58
年
に
事
務
所
と
し
て
取
得
し
、

平
成
２
年
に
小
樽
市
指
定
歴
史
的

建
造
物
（
第
18
߸
）
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
現
在
、
ワ
イ

ン
や
お
土
産
な
ど
を
ൢ
ച
す
る
他
、

テ
ナ
ン
ト
も
２
ళ
入
っ
て
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

͜
う
い
ỳ
た
ྺ
࢙
త
ݐ
଄
物

を
औ
ಘ
し
、
活
用
し
て
い
͘
ҙ
ٛ

は
Ͳ
の
よ
う
な
と
͜
Ζ
に
あ
る
と

͓
ߟ
͑
Ͱ
す
か
。

ଠ
ా

ฐ
社
は
小
樽
で
創
業
し
た

会
社
で
、
今
も
本
社
所
在
地
は

小
樽
で
す
。
取
得
当
時
は
「
北
の

ウ
Ỽ
ー
ル
街
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の

地
区
を
代
表
す
る
建
物
を
、
活
用

し
な
が
ら
保
護
す
る
こ
と
で
小
樽

市
へ
の
地
域
貢
献
を
し
た
い
と
い

う
視
点
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
増
ங
や
改
修
な

ど
は
建
物
の
外
観
に
影
響
が
な
い

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
た
だ
残
す
だ
け
で
は
な
く
、

有
効
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
ඇ

ৗ
に
重
要
だ
と
い
う
考
え
の
も
と
、

創
業
の
地
で
あ
る
小
樽
市
の
、

地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

๺
ւ
ಓ
த
ԝ
ό
ε
ג
ࣜ
ձ
ࣾ

特
集
�  

ྺ
࢙
͋
Δ
౎
ࢢ
の
؍
ޫ

঺հྫࣄ

01

活
動
し
て
い
ま
す
。

ळ
の
終
わ
り
に
街

路
樹
の
落
ち
葉
र

い
を
し
た
り
、「
小

樽
雪
あ
か
り
の

路
」
の
期
間
中
に

建
物
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
し
て
い

ま
す
。

ଠ
ా

ド
ラ
マ
や

ө
画
の
ロ
ケ
に
建

物
を
使
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
観
光
ৼ

ڵ
に
つ
な
げ
て
い

く
「
ロ
ケ
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
」
に

も
ࢀ
画
し
て
お
り
、
い
い
お
࿩
が

あ
れ
ば
ͥ
ͻ
৐
っ
て
い
き
た
い
で

す
Ͷ
。

๺ւಓதԝόεࣜגձࣾ
˔1�43（ত࿨1�）೥૑ཱ
一ൠཱྀ٬ࣗ動ंӡૹۀࣄ（৐߹ɾି ੾）をத
֩としてɺҿ৯ɺެ ऺཋ場ɺ؍ ɾޫཱྀ ɺෆ動ߦ
をグۀࣄ設なͲɺ地Ҭ社ձにີணしたݐɺ࢈
ルーϓۀاでଟ֯తにల։している。

ʰখḺόΠン とɦして׆༻されている「چ๺ւ道ۜߦຊళ」（ࡏݱの๺ւ道ۜߦとはҟなる）。ங113೥ɺۜ ݐߦ
ஙならではのॏްさが໨をҾ͘ 。

ϫΠϯ̱ ΧϑΣϨετϥϯ�
ʰখḺόΠϯ �ɦళ௕

Ұ݈�ాࡔ

�ਪਐຊ෦ۀࣄޫ؍
౷ׅ෦ɹ෦௕୅ཧۀࣄޫ؍

ଠా�ਅ࢘

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

ఱҪ部分はਧ͖ൈけͩったと͜ ろを2֊として૿ஙしているがɺੴ଄Γのน΍
૭なͲは૑ݐ౰時のまま。

ຊ社のୈ2Ϗル݉h খḺӡՏターϛφル とɦして׆༻している「چ三
ඛۜߦখḺࢧళ」。ங1�3೥ɺమےコンクリート଄̐ 。ݐ֊
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１
年
度
）
は
、
林
内
の
ど
こ
を
ヒ

グ
マ
が
利
用
・
通
過
し
て
い
る
か

を
把
握
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

利
用
が
想
定
さ
れ
る
沢
筋
の
林
道

と
林
に
接
す
る
高
速
道
路
の
カ
ル

バ
ー
ト
な
ど
に
カ
メ
ラ
を
配
置
し
た
。

そ
の
ほ
か
林
内
に
あ
る
足
跡
や
糞

な
ど
の
痕
跡
も
地
図
上
に
落
と
し

て
、
そ
の
点
を
結
ぶ
こ
と
で
ヒ
グ

マ
の
移
動
ル
ー
ト
の
把
握
に
努
め

た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
二
年
目

の
本
調
査
で
は
、
二
つ
の
ヒ
グ
マ

の
移
動
ル
ー
ト
を
想
定
し
、
そ
の

ル
ー
ト
上
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
。

一
方
で
、
ル
ー
ト
の
候
補
地
か
ら

は
外
れ
る
が
２
０
２
２
年
度
末
か

ら
の
皆
伐
や
間
伐
な
ど
の
作
業
が

予
定
さ
れ
る
場
所
に
も
カ
メ
ラ
を

配
置
し
て
ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況
を

調
査
し
た
（
図
2
）。

　

二
年
目
の
本
調
査
の
結
果
、
や

は
り
想
定
し
た
二
つ
の
移
動
ル
ー

ト
上
の
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
枚
数
が

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
た
め
（
写
真

１
）、
こ
こ
を
ヒ
グ
マ
の
コ
リ
ド
ー

と
確
定
し
て
、
基
本
的
に
林
道
の

補
修
な
ど
以
外
は
作
業
を
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
。
ヒ
グ
マ
と
林
業

の
「
空
間
的
す
み
わ
け
」
を
実
施

す
る
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
一
方
で
、

こ
の
二
つ
の
ル
ー
ト
ほ
ど
頻
繁
で

は
な
い
が
、
伐
採
な
ど
の
作
業
が

予
定
さ
れ
る
場
所
で
も
ヒ
グ
マ
は

撮
影
さ
れ
た
。
そ
こ
で
そ
の
部
分

で
は
、「
時
間
的
す
み
わ
け
」
を

考
え
る
こ
と
に
し
た
。

　

ヒ
グ
マ
と
林
業
の
「
時
間
的
す

み
わ
け
」
の
た
め
一
日
の
時
刻
単

位
で
の
す
み
わ
け
を
考
え
た
。
図

１
の
横
軸
は
５
月
か
ら
11
月
ま
で

の
季
節
、
縦
軸
は
一
日
の
時
刻
を

示
し
、
図
の
点
が
ヒ
グ
マ
の
撮
影

さ
れ
た
時
刻
の
分
布
を
示
し
て
い

る
。
図
の
中
の
二
本
の
横
線
は
下

の
線
が
午
前
９
時
、
上
の
線
が
午

近
年
ま
た
徐
々
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　

増
え
続
け
る
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
、

あ
る
い
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
オ
ジ
ロ

ワ
シ
な
ど
の
大
型
鳥
類
、
そ
し
て

減
り
続
け
る
人
、
両
者
の
間
の
軋

轢
は
解
消
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

そ
し
て
人
も
野
生
動
物
も
「
被
害

者
」
に
も
「
加
害
者
」
に
も
な
ら

な
い
で
共
存
す
る
北
海
道
へ
ど
う

す
れ
ば
近
づ
け
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

30
数
年
間
を
そ
の
た
め
の
研
究
と

教
育
に
費
や
し
た
経
験
を
、
い
く

つ
か
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

産
学
の
連
携
で
ヒ
グ
マ
と

林
業
の
両
立
を
目
指
す

　

北
海
道
が
ま
と
め
た
、
記
録
の

あ
る
１
９
６
２
年
〜
２
０
２
４
年

７
月
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故

１
５
８
件
の
う
ち
、
林
業
関
係
者

と
思
わ
れ
る
人
が
被
害
に
遭
っ
た

事
故
は
22
件
あ
り
、
全
体
の
14
％

で
あ
る
。
全
体
数
か
ら
見
る
と
こ

の
数
値
は
、
狩
猟
関
係
者
（
40
％
）、

山
菜
・
き
の
こ
採
り
（
26
％
）
に

次
ぐ
数
で
、
必
ず
し
も
多
い
と
は

言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヒ

グ
マ
と
の
遭
遇
リ
ス
ク
の
最
も
高

い
職
業
の
一
つ
で
あ
る
林
業
と
ヒ

グ
マ
の
共
存
に
関
す
る
研
究
は
重

要
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
有
限
会
社
ノ
ー
ザ
ン
レ
ー

シ
ン
グ
（
本
来
は
馬
の
会
社
）
と

住
友
林
業
株
式
会
社
と
共
同
で
、

林
業
経
営
と
ヒ
グ
マ
の
存
在
の
両

立
に
関
し
て
の
研
究
を
現
在
も
続

け
て
い
る
。
調
査
地
の
苫
小
牧
市

植
苗
ノ
ー
ザ
ン
レ
ー
シ
ン
グ
社
有

林
は
新
千
歳
空
港
の
南
西
側
約
２

km
に
位
置
し
、
総
面
積
は
約
９
０

０
ha
で
あ
る
。
地
形
は
樽
前
山
、

風
不
死
岳
、
紋
別
岳
か
ら
東
に
伸

び
る
斜
面
山
裾
の
緩
や
か
な
傾
斜

地
で
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
流
下
す
る

河
川
の
源
流
域
で
あ
る
。
林
内
に

は
カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
と
ミ
ズ
ナ
ラ

等
の
落
葉
広
葉
樹
の
二
次
林
が
広

く
分
布
し
て
い
る
。

　

こ
の
社
有
林
で
は
、「
持
続
可

能
な
森
林
経
営
」
の
た
め
の
基
準

指
標
と
し
て
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

プ
ロ
セ
ス
」（https://w

w
w

.
m

ontreal-process.org/

）
を

採
用
し
て
お
り
、
木
材
生
産
と
生

物
多
様
性
の
保
全
の
両
立
を
目
指

し
た
森
林
経
営
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
ヒ
グ
マ
の
コ
リ
ド
ー
（
通

り
道
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
以
前

よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、
森
林
生
態

系
の
頂
点
に
立
つ
ヒ
グ
マ
に
よ
る

利
用
と
安
全
な
林
業
作
業
の
両
立

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

研
究
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て

は
、
企
業
と
の
共
同
研
究
で
あ
る

こ
と
、
私
の
大
学
在
職
の
時
間
が

残
り
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
三
年
計
画
と

し
た
。
最
初
の
一
年
は
ま
ず
は
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
予
備
調
査
、

二
年
目
は
そ
の
予
備
調
査
を
も
と

に
方
針
決
定
の
た
め
の
本
調
査
、

そ
し
て
実
施
後
の
三
年
目
は
そ
の

方
針
で
正
し
い
か
ど
う
か
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
必
要
で
あ
れ
ば
方
針

の
微
調
整
や
軌
道
修
正
を
考
え
る
、

と
い
う
計
画
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
最
初
の
一
年
（
２
０
２

　

昭
和
の
最
後
の
年
（
１
９
８
８
）

に
北
海
道
・
十
勝
の
大
学
に
着
任

し
た
時
、
新
聞
報
道
な
ど
で
ヒ
グ

マ
の
個
体
数
は
お
お
よ
そ
２
０
０

０
〜
３
０
０
０
頭
と
言
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
数
は
５
０
０
０
頭
に
上
方
修

正
さ
れ
た
が
、
一
般
の
人
が
考
え

る
北
海
道
の
ヒ
グ
マ
の
個
体
数
は

長
ら
く
そ
ん
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
１
万
頭
を

越
え
、
２
０
２
４
年
３
月
で
の
推

定
個
体
数
は
１
万
２
２
２
０
頭
で

あ
る
。

　

北
海
道
の
定
め
る
ヒ
グ
マ
管
理

計
画
（
第
２
期
）
改
定
で
は
、
２

０
２
５
〜
２
０
３
４
年
の
10
年
間

で
１
万
３
２
９
０
頭
を
捕
獲
し
、

個
体
数
を
７
９
８
０
頭
ま
で
減
ら

す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
北

海
道
が
２
０
２
４
年
に
行
っ
た
意

識
調
査
で
は
、
ヒ
グ
マ
に
対
し
て

「
捕
獲
し
て
減
ら
す
べ
き
」
と
い
う

意
見
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
」

も
含
め
て
59
・
0
％
と
最
も
多
く

を
占
め
た
が
、「
で
き
る
だ
け
殺
さ

ず
に
対
応
す
べ
き
」
と
い
う
意
見

も
26
・
5
％
あ
っ
た
。

　

同
様
に
エ
ゾ
シ
カ
の
推
定
個
体

数
は
２
０
２
３
年
度
で
73
万
頭
、

同
年
の
捕
獲
頭
数
は
15
万
７
０
０

０
頭
、
２
０
２
４
年
度
の
目
標
捕

獲
数
は
18
万
５
０
０
０
頭
で
あ
る
。

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
額

は
、
48
億
４
６
０
０
万
円
で
、
か

つ
て
の
最
大
値
で
あ
る
64
億
円
（
２

０
１
１
年
度
）
よ
り
は
減
少
し
た
が
、

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
や
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
、タ
ン
チ
ョ
ウ

や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
大
型
鳥
類
に
よ
る
食
害
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
懸
念

な
ど
、北
海
道
の
多
様
な
野
生
動
物
は
人
間
と
の
共
存
に
お
い
て
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。人
の
生
活
・
生
産
と
野
生
動
物
の
多
様
性
を
守
る
た
め

に
、ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
な
の
か
。特
集
１
に
続
き
、柳
川
久
教
授
に

ご
寄
稿
頂
い
た
。

北海道の観光　自然・都市の観光利用と保全

野
生
動
物
と
共
生
す
る

社
会
を
目
指
し
て

特
集
3  

自
然
と
共
生
す
る
社
会 

基
調
レ
ポ
ー
ト
　

特集3  自然と共生する社会  基調レポート 

野生動物と共生する社会を目指して

国道273号「三国峠」で撮影されたヒグマ。（撮影／塩原 真）

やながわ・ひさし／野生鳥獣の生
態や保護管理に関する教育・研
究のほか帯広畜産大学理事・副
学長として大学の運営に携わる。
他に帯広市教育委員、北海道開
発局や北海道、十勝管内市町村
の各種委員など幅広く活動。『野
生動物のロードキル』『北の大地
に輝く命』（いずれも東京大学出
版会）など著書・論文多数。

柳川　久
帯広畜産大学
名誉教授

写真1　�ヒグマのコリドーを通過する親子。手前がメスと思われる子で後ろが母親。
　　　  （撮影／柳川 久）
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人
の
生
活
・
生
産
と
野
生
動
物
の

多
様
性
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？

　

河
畔
林
が
多
様
な
動
物
に
よ
っ

て
、
少
な
く
と
も
移
動
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の

河
畔
林
と
防
風
林
な
ど
が
つ
な
が

る
こ
と
が
多
様
性
を
保
つ
た
め
に

必
要
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
わ
か
っ
て
は
い
た
。
た
だ
、

記
録
さ
れ
た
動
物
種
を
見
る
と
、

と
て
も
調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た

農
家
さ
ん
達
に
「
こ
ん
な
に
ク
マ
、

シ
カ
、
キ
ツ
ネ
に
ア
ラ
イ
グ
マ
ま

で
通
っ
て
い
て
、
生
物
多
様
性
が

す
ば
ら
し
い
」
な
ど
と
言
え
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
野
生
動
物
管

理
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
河

畔
林
や
防
風
林
の
存
在
は
、
生
物

多
様
性
と
い
う
プ
ラ
ス
面
だ
け
で

な
く
、
害
獣
や
移
入
種
・
外
来
種

の
通
り
道
で
あ
る
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
面
の
評
価
も
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
れ
ら
を
ト
ー
タ
ル
で
把

握
し
て
、
河
畔
林
や
防
風
林
の
管

理
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
が
河
畔
林

を
移
動
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ

た
が
、
そ
の
こ
と
と
実
際
に
食
害

に
遭
う
畑
の
関
係
は
ど
う
な
の
で

あ
ろ
う
か
？
十
勝
地
方
中
部
の
芽

室
町
で
、
芽
室
町
役
場
と
芽
室
町

農
業
協
同
組
合
が
有
す
る
、「
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
被
害
状

況
調
査
一
覧
表
」
と
「
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
作
付
け
図
」
を
も
ち
い

て
、
実
際
に
動
物
の
食
害
に
あ
っ

た
畑
を
地
図
上
に
落
と
し
込
ん
で

み
た
。
ヒ
グ
マ
に
よ
っ
て
食
害
を

受
け
た
畑
（
主
に
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）

は
河
畔
林
周
辺
の
畑
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
、
エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
を
受
け
た

畑
は
河
畔
林
と
防
風
林
に
接
し
た

畑
に
集
中
し
て
い
た
（
図
３
）。
こ

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
い

た
だ
い
た
役
場
と
農
協
と
共
有
し
、

電
気
柵
、
防
御
柵
の
効
率
的
な
設

置
や
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
箇
所
の
絞

り
込
み
、
箱
わ
な
等
の
効
果
的
な

配
置
検
討
な
ど
の
対
策
に
役
立
て

て
い
る
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
オ
ジ
ロ
ワ
シ

│
増
え
た
希
少
種
と
の
共
存
を
目
指
す

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
十
九
世
紀
の
半

ば
こ
ろ
ま
で
は
北
海
道
全
域
の
湿

原
に
生
息
し
て
い
た
。
し
か
し
明

治
以
降
の
乱
獲
と
生
息
地
の
破
壊

で
急
激
に
そ
の
数
を
減
ら
し
、
一

時
は
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
幸
い
な
こ
と
に
十
数
羽
が
釧

路
湿
原
で
再
発
見
さ
れ
、
給
餌
な

ど
に
よ
る
保
護
策
が
実
っ
て
現
在

で
は
個
体
数
が
回
復
し
て
い
る
。

現
在
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
個
体
数
は

３
０
５
０
羽
、
そ
の
う
ち
１
６
５

０
羽
と
世
界
中
の
個
体
の
半
数
以

上
が
北
海
道
東
部
に
生
息
し
て
い

る
（IUCN Red List 2016

;

環
境

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://www.

env.go.>kisho>hogozoushoku
>tancho

）。

　

夏
場
の
繁
殖
地
は
釧
路
湿
原
か

ら
十
勝
川
流
域
な
ど
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
越
冬
地
は
餌
付

け
の
行
わ
れ
て
い
る
阿
寒
釧
路
地

域
に
集
中
し
て
い
る
。
多
数
の
マ

ナ
ヅ
ル
・
ナ
ベ
ヅ
ル
が
越
冬
す
る

鹿
児
島
県
の
集
団
で
２
０
１
０
年

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て

死
亡
す
る
ツ
ル
が
出
た
た
め
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
越
冬
地
で
も
同
様
の

こ
と
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
環
境
省
で
は
、
２
０
１

３
年
に
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
分

散
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
繁
殖

地
や
越
冬
地
の
分
散
化
を
目
指
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
十
勝
川
中
流

部
で
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
15

年
前
の
１
９
９
８
年
か
ら
産
官
学

協
働
で
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
十
勝
移
住

作
戦
」
を
展
開
し
、
道
内
の
ど
の

地
域
よ
り
も
早
く
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
繁
殖
地
・
越
冬
地
の
分
散
に
成

功
し
て
い
る
。

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
十
勝
移
住
作
戦
」

の
最
初
の
取
り
組
み
は
、
北
海
道

後
５
時
で
こ
の
上
と
下
の
線
の
間

が
一
般
的
な
人
の
勤
務
時
間
で
あ

る
。
ヒ
グ
マ
は
基
本
的
に
は
夜
行

性
で
あ
る
が
、
季
節
に
よ
り
一
日

中
動
く
周
日
活
動
性
で
も
あ
り
、

調
査
の
結
果
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
、
細
か
く
季

節
を
見
る
と
、
５
月
と
９
月
下
旬

以
降
は
ほ
ぼ
夜
行
性
の
動
物
で
、

こ
の
時
期
は
人
間
の
活
動
（
作
業
）

と
の
時
間
の
重
な
り
は
な
い
。

　

問
題
と
な
る
の
は
６
月
〜
９
月

中
旬
ま
で
に
か
け
て
で
、
こ
の
時

期
は
ヒ
グ
マ
も
日
中
活
動
し
て
お

り
、
遭
遇
リ
ス
ク
が
生
じ
る
。
こ

の
時
期
は
ヒ
グ
マ
の
交
尾
期
に
あ

メ
ー
ジ
を
高
め
ら
れ
る
等
が
考
え

ら
れ
る
。

河
畔
林
と
防
風
林

│
ヒ
グ
マ
と
エ
ゾ
シ
カ
の
通
り
道

　

北
海
道
十
勝
は
、
北
の
東
大
雪

山
系
、
東
の
阿
寒
・
白
糠
丘
陵
、

そ
し
て
２
０
２
４
年
に
新
た
に
国

立
公
園
と
な
っ
た
西
の
日
高
山
脈

と
、
三
方
を
国
立
公
園
の
山
々
で

囲
ま
れ
、
南
は
太
平
洋
に
面
す
る

最
も
面
積
の
大
き
い
支
庁
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
約
32
万
５
千
人
が
暮
ら

し
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約
３
８
0

万
人
分
の
食
料
を
生
産
す
る
、
食

糧
自
給
率
１
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

を
越
え
る
日
本
最
大
の
食
糧
基
地

た
り
、
特
に
オ
ス
と
思
わ
れ
る
個

体
の
日
中
で
の
撮
影
頻
度
が
高

か
っ
た
。
遭
遇
確
率
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
工
夫
に

よ
っ
て
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
た
と
え
ば
ヒ
グ
マ
の
撮
影
頻

度
の
比
較
的
高
い
夕
方
の
一
時
間

を
早
く
切
り
上
げ
、
午
後
４
時
に

仕
事
を
終
え
る
だ
け
で
遭
遇
確
率

を
23
％
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
空
間
的
な

す
み
わ
け
が
で
き
な
い
場
所
で
は
、

時
間
的
な
す
み
わ
け
を
心
が
け
る

こ
と
で
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
リ
ス
ク

を
減
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

三
年
間
の
調
査
結
果
を
も
と
に

で
あ
る
。
そ
の
中
心
都
市
で
あ
る

帯
広
市
も
広
大
な
農
耕
地
に
囲
ま

れ
た
市
街
地
を
持
つ
田
園
都
市
で

あ
る
。

　

帯
広
市
の
市
街
地
や
農
耕
地
は

か
つ
て
森
林
で
あ
っ
た
土
地
を
切

り
開
い
て
造
ら
れ
た
。
か
つ
て
そ

こ
に
は
多
く
の
野
生
動
物
が
暮
ら

す
森
林
が
広
が
っ
て
い
た
。
開
拓

以
前
の
森
林
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
わ
ず
か
に
残
る

防
風
林
と
河
畔
林
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
驚
く
ほ
ど
多
様
な
野
生
動

物
が
息
づ
い
て
い
る
。
生
物
の
多

様
性
を
保
つ
動
脈
と
な
る
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
同
時
に
人
の

生
活
・
生
産
圏
に
有
害
獣
を
導
く

通
り
道
で
も
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
、

現
在
で
は
社
有
林
内
に
ヒ
グ
マ
の

移
動
経
路
を
確
保
す
る
た
め
の
ヒ

グ
マ
コ
リ
ド
ー
ゾ
ー
ン
、
生
物
多

様
性
を
涵
養
す
る
た
め
に
人
工
の

水
場
を
設
置
す
る
水
場
ゾ
ー
ン
、

皆
伐
、
間
伐
や
生
物
多
様
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
広
葉
樹
の
植
林
を

行
う
林
業
作
業
ゾ
ー
ン
（
図
２
）、

を
設
け
て
林
業
の
経
営
と
生
物
多

様
性
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
。
特

に
人
工
の
水
場
は
ヒ
グ
マ
（
写
真

２
）
な
ど
の
哺
乳
類
や
オ
オ
タ
カ

な
ど
の
猛
禽
類
、
小
鳥
類
に
頻
繁

に
利
用
さ
れ
て
お
り
有
効
に
機
能

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
外
部
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
植
苗

民
有
林
は
都
市
緑
化
機
構
が
緑
の

取
り
組
み
を
評
価
す
る
認
定
制
度

で
あ
る
社
会
・
環
境
貢
献
緑
地
評

価
シ
ス
テ
ム
（SE

G
E

S

）の「
そ

だ
て
る
緑
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
調
査
研
究
の

現
時
点
で
の
結
果
か
ら
、
ヒ
グ
マ

の
移
動
ル
ー
ト
、
時
期
、
時
間
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
ヒ
グ
マ
と
人

と
の
遭
遇
確
率
を
低
減
さ
せ
て
作

業
の
安
全
性
を
高
め
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
水
場
な
ど
の
設
置
で

ヒ
グ
マ
の
立
ち
寄
り
場
所
を
創
出

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
森
林

経
営
に
ヒ
グ
マ
と
の
共
生
と
い
う

選
択
肢
が
で
き
る
こ
と
で
企
業
イ

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全特集3  自然と共生する社会  基調レポート 

野生動物と共生する社会を目指して

写
真
2

人
工
の
水
場
で
く
つ
ろ
ぐ
オ
ス
の
ヒ
グ
マ
。

（
撮
影
／
柳
川
久
）

図2　ノーザンレーシング植苗社有林のゾーニング。

図3　ヒグマ（上）とエゾシカ（下）によって
　　  被害を受けた畑（赤い部分）。

図1　ヒグマの撮影時刻の季節変化（上）と分析結果（下）。
　　　縦軸は一日の時刻で横軸は5月から11月までの月。

水場ゾーン

林業作業ゾーン

ヒグマコリドーゾーン

想定した移動ルート

E5  北
海

道
縦

貫
自

動
車

道
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越
冬
す
る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
オ
オ
ワ

シ
と
共
に
11
月
か
ら
１
月
に
か
け

て
川
沿
い
で
遡
上
す
る
サ
ケ
類
な

ど
の
魚
類
を
餌
と
し
て
お
り
、
魚

を
得
や
す
い
場
所
で
は
「
ワ
シ
の

な
る
木
」
に
複
数
の
オ
オ
ワ
シ
・

オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
鈴
な
り
に
な
っ
た

状
態
で
見
ら
れ
る
（
写
真
4
）。

　

ワ
シ
類
は
個
体
数
の
減
少
に
よ

り
保
護
さ
れ
、
天
然
記
念
物
の
指

定
で
捕
獲
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、

鉛
中
毒
、
感
電
、
ロ
ー
ド
キ
ル
、

レ
ー
ル
キ
ル
な
ど
の
人
為
的
原
因

に
よ
っ
て
死
亡
す
る
個
体
が
い
る
。

列
車
事
故
に
遭
っ
た
個
体
の
消
化

管
か
ら
は
轢
死
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の

肉
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

車
と
の
事
故
で
も
同
様
に
ロ
ー
ド

キ
ル
の
エ
ゾ
シ
カ
の
死
体
に
集
ま

る
ワ
シ
類
が
二
次
災
害
に
遭
う
可

能
性
が
あ
り
、
早
急
な
死
体
の
除

去
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ
ジ
ロ

ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
な
ど
が
道
路
を

低
く
飛
ん
で
横
切
る
可
能
性
の
あ

る
場
所
で
は
車
よ
り
高
い
位
置
を

飛
ぶ
た
め
の
防
鳥
フ
ェ
ン
ス
の
設

置
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
ワ
シ
類
の
観
光
資
源
と

し
て
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
述
べ

た
い
と
思
う
。
多
く
の
オ
ジ
ロ
ワ

シ
・
オ
オ
ワ
シ
が
川
沿
い
で
越
冬

す
る
11
月
か
ら
１
月
上
旬
に
か
け

て
、
十
勝
川
中
流
部
で
は
ワ
シ
ク

ル
ー
ズ
と
い
う
ボ
ー
ト
で
川
を
下

り
な
が
ら
、
ワ
シ
類
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
、

カ
モ
類
な
ど
の
水
鳥
を
観
察
す
る

ツ
ア
ー
を
日
本
野
鳥
の
会
十
勝
支

部
の
協
力
で
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
（
写
真
5
）。
こ
の
ク
ル
ー
ズ

で
は
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
そ

し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
ほ
ぼ
１
０
０
％

の
確
率
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
特

に
海
外
や
本
州
か
ら
の
旅
行
者
に

も
好
評
で
あ
る
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
私
の
研
究
・

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
人
と

野
生
動
物
の
共
生
を
考
え
る
時
、

大
型
の
有
害
鳥
獣
等
が
出
て
は
い

け
な
い
場
所
に
出
て
こ
な
い
よ
う
、

生
息
数
の
管
理
を
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
な
ら
ば
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
注
意
が
必
要
な
こ
と
は
、

ク
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
大
き
く
移

動
す
る
動
物
は
水
の
流
れ
と
一
緒

で
、
ど
こ
か
で
せ
き
止
め
る
と
、

流
れ
出
よ
う
と
し
て
し
ま
う
。
結

果
、
出
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
に
、

出
て
は
い
け
な
い
動
物
が
出
没
す

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
移

動
経
路
は
き
っ
ち
り
把
握
し
、
そ

れ
を
阻
害
せ
ず
、
ま
た
そ
こ
か
ら

人
の
生
活
・
生
産
圏
に
出
て
こ
な

い
よ
う
に
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
野
生
動
物
が
人
間
側

に
出
て
こ
な
い
よ
う
な
防
衛
策
と

併
せ
て
、
そ
れ
ら
の
動
物
が
人
と

軋
轢
を
起
こ
さ
な
い
場
所
で
、
移

動
・
生
活
で
き
る
よ
う
保
っ
て
や

る
こ
と
も
大
事
な
視
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

開
発
局
（
国
土
交
通
省
）、
北
海
道
、

そ
し
て
周
辺
自
治
体
（
帯
広
・
音

更
・
池
田
・
幕
別
の
一
市
三
町
）

の
都
市
計
画
公
園
事
業
に
よ
る

「
自
然
と
人
間
の
共
生
を
目
指
す

公
園
」
を
理
念
に
揚
げ
た
「
十
勝

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
」（
面
積
約
４

１
０
m2
）
内
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
営

巣
で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
地
は
繁
殖
だ
け
で
な
く
、
越

冬
に
も
最
適
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
そ
れ
も
念
頭
に
置
い

て
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
北
海
道
開
発
局
帯
広
開

発
建
設
部
、
北
海
道
帯
広
土
木
現

業
所
（
現
帯
広
建
設
管
理
部
）、

日
本
野
鳥
の
会
十
勝
支
部
な
ど
の

協
力
に
よ
っ
て
２
０
０
８
年
に
エ

コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
内
に
越
冬
個
体

の
分
散
化
の
た
め
の
給
餌
場
を
設

置
、
早
速
そ
の
年
か
ら
越
冬
し
た

ペ
ア
が
翌
年
２
０
０
９
年
４
月
に

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
内
で
初
め
て

繁
殖
し
た
。
そ
の
後
、
十
勝
川
中

流
部
で
は
繁
殖
個
体
、
越
冬
個
体

と
も
順
調
に
増
え
、
２
０
２
４
年

12
月
の
調
査
で
は
北
海
道
内
の
越

冬
９
３
８
個
体
の
う
ち
十
勝
は
２

９
１
羽
で
、
釧
路
に
次
ぐ
多
さ
で

あ
っ
た
。
釧
路
市
で
２
０
２
２
年

11
月
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
確
認
さ
れ

で
も
、
治
水
の
た
め
の
河
川
で
の

工
事
や
道
路
造
成
の
た
め
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
調
査
時
に
オ
ジ
ロ
ワ
シ

の
巣
が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
調
査

や
保
全
対
策
の
た
め
に
工
事
が
一

時
ス
ト
ッ
プ
す
る
例
が
複
数
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
オ
ジ
ロ
ワ

シ
の
繁
殖
の
現
状
を
把
握
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

　

希
少
な
猛
禽
類
の
場
合
、
そ
の

巣
の
詳
細
な
位
置
を
地
図
上
に
プ

ロ
ッ
ト
し
て
公
表
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
十
勝
地
方

全
体
を
G
I
S
（
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
）
で
十
キ
ロ
の
メ
ッ
シ
ュ
に

区
分
し
て
、
巣
の
あ
る
位
置
を
そ

の
メ
ッ
シ
ュ
で
示
す
こ
と
に
し
た
。

十
勝
全
域
で
十
キ
ロ
四
方
の
メ
ッ

シ
ュ
数
は
１
５
１
個
（
う
ち
40
メ
ッ

た
こ
と
に
よ
り
、
越
冬
地
の
分
散

化
で
個
体
密
集
に
よ
る
集
団
感
染

リ
ス
ク
の
低
減
が
期
待
で
き
る
な

ど
、
こ
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す

重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

順
調
に
そ
の
個
体
数
を
増
や
し

て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
間
に
い
ろ
い
ろ
と
「
光
」
と

「
陰
」
の
部
分
が
見
え
て
き
た
。

ま
ず
は
光
の
部
分
か
ら
挙
げ
て
い

く
と
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
十
勝
移
住

作
戦
」
は
地
域
に
色
々
な
波
及
効

果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
作
戦
は

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
た
め
に
始
め
た
作

戦
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
当
初
か
ら
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
、

（
地
元
の
）
人
も
喜
ぶ
作
戦
」
を

目
指
し
て
い
た
。

　

十
勝
川
中
流
部
市
民
協
働
会
議

（
N
P
O
）
は
、
そ
の
活
動
の
一
つ

に
地
元
の
高
校
生
に
対
す
る
川
の

防
災
教
育
・
環
境
教
育
が
あ
り
、

高
校
生
自
ら
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保

護
に
つ
な
が
る
活
動
を
立
案
し
、

実
行
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

帯
広
農
業
高
校
、
帯
広
工
業
高
校

の
生
徒
が
作
成
し
た
平
面
図
案
に

は
「
人
と
生
き
物
が
共
存
で
き
る

環
境
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
案
の
一
部
は
帯
広
開
発
建
設

部
の
川
づ
く
り
事
業
で
実
現
さ
れ
、

シ
ュ
は
ア
ク
セ
ス
困
難
で
未
調
査
）、

そ
の
う
ち
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
巣
が
確

認
さ
れ
た
メ
ッ
シ
ュ
数
は
２
０
２

１
年
４
月
〜
２
０
２
３
年
８
月
ま

で
の
調
査
で
21
個
で
あ
っ
た
。
図

４
に
示
す
よ
う
に
、
十
勝
川
中
流

部
か
ら
下
流
部
に
か
け
て
川
沿
い

に
営
巣
地
が
分
布
し
て
い
た
。
オ

ジ
ロ
ワ
シ
が
魚
類
や
水
鳥
を
主
な

餌
と
し
て
い
る
海
ワ
シ
で
あ
る
た

め
に
当
然
の
結
果
で
は
あ
る
の
だ

が
、
北
部
な
ど
山
間
部
で
は
ダ
ム

湖
の
周
辺
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
た

り
、
巣
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が

ペ
ア
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
冬
鳥
と
し
て
北
海
道

と
本
州
北
部
で
越
冬
す
る
オ
ジ
ロ

ワ
シ
は
約
７
０
０
〜
９
０
０
羽
と

い
わ
れ
て
い
る
。
十
勝
地
方
で
も

高
校
生
た
ち
が
造
成
に
関
わ
っ
た

人
工
湿
地
や
、
設
置
し
た
給
餌
場

に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
て
い
る

（
写
真
3
）。
自
分
達
が
造
成
し
た

環
境
や
給
餌
場
に
実
際
に
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
き
た
こ
と
の
喜
び
で
、

地
元
の
若
い
世
代
が
こ
の
地
の
環

境
に
よ
り
強
く
関
心
を
持
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
は
ア
イ
ヌ

民
族
の
人
々
に
も
多
く
の
も
の
を

も
た
ら
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
サ

ロ
ル
ン
カ
ム
イ
（
湿
原
の
神
）
と

呼
ば
れ
、
尊と

う
と

ば
れ
て
き
た
。
十
勝

川
中
流
部
で
２
０
１
９
年
３
月
に

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
親
子
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
公
園
を
会
場
と
し

て
、
帯
広
カ
ム
イ
ト
ウ
ウ
ポ
ポ
保

存
会
と
平
取
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会

に
よ
る
「
サ
ロ
ル
ン
リ
ム
セ
（
鶴

の
舞
）」
が
企
画
さ
れ
た
。
サ
ロ
ル

ン
リ
ム
セ
は
そ
の
後
も
継
続
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
の
中
で
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ア
イ

ヌ
文
化
の
伝
承
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
活
動
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
十
勝
川
中
流
部

市
民
協
働
会
議
は
、
人
工
湿
地
の

造
成
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
と
生
物
多
様
性
の
増
加
、

ア
イ
ヌ
文
化
の
継
承
へ
の
貢
献
な

ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
日
本
水

大
賞
の
環
境
大
臣
賞
や
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
大
賞
の

優
秀
賞
な
ど
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

さ
て
こ
こ
ま
で

は
良
い
こ
と
ば
か

り
を
書
い
て
き
た

が
、
一
方
で
増
え

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
に

よ
る
負
の
効
果
、

「
陰
」
の
部
分
も
少

し
ず
つ
見
え
始
め

た
。
増
え
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
農
業
害

鳥
と
な
る
こ
と
は

計
画
の
当
初
か
ら

懸
念
さ
れ
て
い
た

の
で
、
２
０
１
４

年
９
月
に
農
家
12

軒
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
の

う
ち
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
被
害
が

あ
っ
た
の
は
春
小
麦
の
一
軒
の
み

で
当
時
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な

被
害
は
聞
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

２
０
２
１
年
６
月
に
池
田
町
の
畑

に
飛
来
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
空
気

銃
で
撃
た
れ
て
死
亡
す
る
事
件
が

起
き
て
い
る
。
ま
た
、
気
が
強
く

攻
撃
的
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
威
嚇
に

驚
き
走
っ
た
牛
が
骨
折
し
、
殺
処

分
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。
今
後
と

も
増
え
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
食
害
問

題
や
そ
の
他
の
影
響
に
は
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
１
９
７
０
年
に

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
現
時

点
で
の
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト（
第

四
次
）
で
の
位
置
付
け
は
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
で
あ
る
。
北
海
道
の
オ
ジ

ロ
ワ
シ
に
は
二
タ
イ
プ
が
あ
り
、

一
つ
は
一
年
を
通
じ
て
北
海
道
に

生
息
し
繁
殖
す
る
留
鳥
。
も
う
一

つ
は
冬
に
オ
オ
ワ
シ
と
共
に
よ
り

北
方
か
ら
飛
来
し
、
北
海
道
で
越

冬
す
る
冬
鳥
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
繁
殖
す
る
オ
ジ
ロ
ワ

シ
は
、
北
海
道
全
域
で
は
約
１
７

０
カ
所
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
る
ま

で
に
増
加
し
て
い
る
。
十
勝
地
方

北海道の観光　自然・都市の観光利用と保全特集3  自然と共生する社会  基調レポート 

野生動物と共生する社会を目指して

写真3　設置した給餌場に飛来したタンチョウ。
　　　  （提供／アークコーポレーション㈱）

写真4　ワシのなる木。（撮影／広沢 圭司）

写
真
5
　
十
勝
川
ワ
シ
・
ク
ル
ー
ズ
。

　
　
　
　�（
提
供
／
か
わ
た
び
ほ
っ
か
い
ど
う

事
務
局
）

図4　
十勝地方で
オジロワシの
繁殖したメッシュ。
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い
よ
う
に
管
理
す
る
な
ど
、
複
合

的
な
取
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

෢
ా

し
か
し
計
画
策
定
以
降
も

あ
つ
れ
き
は
高
ま
り
続
け
、
よ
り

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
第
２
期
の
期
中
で
一
部
改

定
し
ま
し
た
。
֤
地
域
で
ク
マ
出

没
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
時
期
の
個
体
数
を
「
共
存
水
準
」

と
し
て
、
そ
こ
ま
で
個
体
数
を
減

少
さ
せ
て
あ
つ
れ
き
の
低
減
ા
置

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
ޡ
解
さ
れ

や
す
い
の
で
す
が
、
単
७
に
個
体

数
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
つ
れ
き
が

解
消
さ
れ
る
と
い
う
༁
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
息
地
の
保
全
や
防
除
、

捕
獲
な
ど
の
対
策
を
同
時
に
進
め

る
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
」
や
、
人

ཬ
周
辺
の
森
林
に
生
息
す
る
個
体

を
中
心
に
捕
獲
を
強
化
す
る
「
個

北
海
道
の
生
物
多
様
性
を
象
徴

す
る
ヒ
グ
マ
。
社
会
問
題
化
す
る

人
と
の
あ
つ
れ
き
を
低
減
し
、か
つ

ヒ
グ
マ
の
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
、
道
で

は
「
北
海
道
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
」
を

策
定
し
て
い
る
。
人
と
ヒ
グ
マ
が

共
存
で
き
る
環
境
構
築
に
向
け
て
、

総
合
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
北
海
道
環
境
生
活
部
野
生
動
物

対
策
課
ヒ
グ
マ
対
策
室
に
お
話
を

伺
っ
た
。

社
会
問
題
化
す
る
ク
マ
出
没

解
決
の
鍵
と
な
る
の
は

ᴹ
ᴹ

ま
ͣ
は
ಓ
が
ࡦ
定
す
る
「
๺

ւ
ಓ
ώ
ά
Ϛ
管
理
ܭ
ը
」
に
つ
い

て
教
͑
て
͘
ͩ
さ
い
。

ڮ
ຊ

本
計
画
は
人
と
ヒ
グ
マ
の

あ
つ
れ
き
を
低
減
す
る
た
め
に
、

ヒ
グ
マ
と
の
ۓ
ு
感
の
あ
る
共
存

関
係
の
構
ங
を
目
指
し
て
、
Պ
学

的
か
つ
計
画
的
な
保
護
管
理
に
よ

る
「
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
の

体
数
管
理
」
を
進
め
る
こ
と
で
、

人
と
ヒ
グ
マ
と
の
空
間
的
す
み
分

け
を
図
る
の
が
改
గ
の
ૂ
い
で
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
は
、
市
街

地
や
公
園
、
農
耕
地
な
ど
は
ク
マ

を
排
除
す
る
エ
リ
ア
、
森
林
側
は

ク
マ
が
生
息
す
る
コ
ア
エ
リ
ア
と
し
、

排
除
エ
リ
ア
と
コ
ア
エ
リ
ア
の
間

に
緩
ি
地
帯
を
作
る
な
ど
の
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

防
止
、
人
ཬ
へ
の
出
没
の
཈
制
及

び
農
業
被
害
の
ܰ
減
」
ฒ
び
に
「
ヒ

グ
マ
地
域
個
体
܈
の
存
続
」
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

஝
積
さ
れ
た
Պ
学
的
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
ઐ
໳
家
の
意
見
な
ど
も
ࢀ

考
に
ຖ
年
度
実
施
計
画
を
定
め
る

順
応
的
管
理
の
考
え
方
で
す
。

෢
ా

北
海
道
で
は
昭
和
41
年
か

ら
ヒ
グ
マ
の
ۦ
除
を
積
ۃ
的
に
進

め
る
た
め
に
、
捕
獲
の
༰
қ
な
残

雪
期
の
ڐ
可
捕
獲
に
よ
る
「
春
グ

マ
ۦ
除
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
昭

和
50
年
代
以
降
、
人
身
・
家
ச
な

ど
の
被
害
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

生
息
数
の
ݦ
ஶ
な
減
少
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
絶
滅

の
ڪ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
平
成
元

年
度
を
も
っ
て
春
グ
マ
ۦ
除
を
ഇ

止
し
、
保
護
に
重
心
を
置
い
た
੓

策
へ
と
స
׵
。
そ
の
結
果
、
ク
マ

の
個
体
数
や
分
布
域
も
回
復
し
ま

し
た
が
、
住
୐
街
へ
の
出
没
や
人

ᴹ
ᴹ

ࢢ
֗
地
に
Ϋ
Ϛ
が
ग़
຅
し
た

࣌
の
ର
Ԡ
は
、
Ͳ
の
よ
う
に
し
て

ܾ
ま
Γ
ま
す
か
ʁ

෢
ా

ヒ
グ
マ
出
没
時
の
有
害
性

൑
அ
フ
ロ
ー
を
基
に
、「
市
街
地
・

集
落
・
人
家
密
集
地
域
も
し
く
は

そ
の
周
辺
部
」「
農
耕
地
」「
森
林

地
帯
」
に
区
分
し
た
そ
れ
ͧ
れ
の

出
没
環
境
と
、
有
害
性
（
問
題
行

動
の
形
態
）
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、

身
事
故
、
農
業
被
害
な
ど
人
と
の

あ
つ
れ
き
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
つ
れ
き
は
下

げ
た
い
、
で
も
、
ク
マ
は
絶
滅
さ

せ
な
い
。
そ
の
両
立
を
図
る
べ
く

平
成
29
年
度
に
策
定
さ
れ
た
の
が

「
北
海
道
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
（
第

二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
）」（
現

在
は
第
２
期
ʗ
ྩ
和
４
〜
９
年
度
）

で
す
。

ڮ
ຊ

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
道

で
は
人
が
ヒ
グ
マ
に
対
し
て
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
適
切
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
ܒ
発

や
地
域
対
応
力
の
強
化
、
問
題
個

体
（
人
を
ڪ
れ
ず
に
人
家
付
近
な

ど
に
頻
繁
に
出
没
す
る
、
農
作
物

に
被
害
を
༩
え
る
な
ど
人
間
活
動

に
実
害
を
及
ぼ
す
、
人
に
積
ۃ
的

に
つ
き
ま
と
う
な
ど
の
行
動
を
取

る
個
体
）
の
発
生
を
཈
制
す
る
た

め
の
捕
獲
の
実
施
、
֤
地
域
個
体

܈
の
個
体
数
指
数
を
絶
滅
の
ڪ
れ

が
高
ま
る
水
準
以
下
に
は
下
げ
な

ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
を
強
化
し
、

ヒ
グ
マ
と
共
存
で
き
る
社
会
を

๺
ւ
ಓ
環
境
生
活
෦

自
然
環
境
ہ
野
生
動
物
ର
ࡦ
՝

ώ
ά
Ϛ
ର
ࡦ
ࣨ

特
集
�  

ࣗ
વ
と
ڞ
ੜ
͢
Δ
ࣾ
ձ

঺հྫࣄ

01

経
過
観
察
、
௥
い
払
い
、
排
除
な

ど
対
応
を
ม
え
て
い
ま
す
。
市
街

地
に
出
て
き
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

問
題
行
動
の
൑
அ
を
し
て
い
る
Ջ

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ۓ
急
対
応

個
体
と
し
て
捕
殺
し
ま
す
。
そ
の

他
必
要
に
応
じ
、
見
回
り
や
ܯ
察

機
関
へ
の
࿈
བྷ
、
地
域
住
民
へ
の

周
知
、
༠
因
物
の
除
去
な
ど
の
人

身
被
害
防
止
ા
置
や
、
電
気
柵
の

設
置
、
ෑ
地
境
界
の
૲
מ
り
な
ど

農
業
被
害
防
止
ા
置
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

ヒ
グ
マ
の
市
街
地
侵
入
を
防
ぐ

社
会
環
境
の
視
点

ᴹ
ᴹ

ώ
ά
Ϛ
が
Տ
川
྘
地
な
Ͳ
を

௨
ỳ
て
౎
ࢢ
෦
に
৵
ೖ
す
る
έ
ồ

ε
も
多
͘
ݟ
ら
れ
ま
す
。
౎
ࢢ
ܭ

ը
΍
౎
ࢢ
Π
ϯ
ϑ
ϥ
に
͓
い
て
ώ

ά
Ϛ
の
ࢢ
֗
地
৵
ೖ
を
༧
๷
・
௿

ݮ
Ͱ
き
る
͜
と
は
あ
Γ
ま
す
か
。

෢
ా

市
街
地
に
設
け
ら
れ
る
公

園
緑
地
や
河
川
緑
地
な
ど
野
生
生

物
の
生
息
空
間
を
確
保
す
る
た
め

の
緑
の
回
࿓
（
コ
リ
ド
ー
）
は
、

生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
重

要
で
す
。
し
か
し
そ
こ
が
大
型
獣

の
移
動
経
路
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
今
後
は
緑
地
整
備

に
お
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ヒ

グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
の
移
動
経
路
を

ヒグマの分෍Ҭのਪ移。य़グマۦআഇࢭ௚後のฏ੒̏ ೥には分෍Ҭがܹݮしɺઈ໓がةዧされた。
๺ւ道ヒグマ؅ཧܭը（ୈ2ظ）վ定　ผࢿ࡭ྉฤߟࢀ

๺ւಓڥ؀ੜ׆෦
ࣗવہڥ؀໺ੜಈ෺ରࡦ՝
ώάϚରࣨࡦɹओװʢܭըਪਐʣ

ຊ�࿨඙ڮ

๺ւಓڥ؀ੜ׆෦
ࣗવہڥ؀໺ੜಈ෺ରࡦ՝
ώάϚରࣨࡦɹओװʢώάϚରࡦʣ

෢ా�஧ٛ

ग़຅したݸମの有害ੑのஈ֊とରԠ方਑の֓ཁ

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全
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法
人
格
も
な
け
れ
ば
報
酬
の
規
定

な
ど
の
設
定
も
な
い
、
趣
味
の
集

ま
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
15
年

く
ら
い
は
公
共
施
設
の
点
検
・
調

査
の
護
衛
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
法
人
格
を
得
て

い
る
支
部
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に

狩
猟
免
許
と
銃
砲
所
持
許
可
を
持

つ
団
体
が
猟
友
会
し
か
な
く
て
、

イ
ン
フ
ラ
事
業
で
ハ
ン
タ
ー
に
よ

る
護
衛
を
そ
こ
に
依
頼
す
る
し
か

な
い
状
況
の
た
め
、
い
つ
の
間
に

か
猟
友
会
の
活
動
が
イ
ン
フ
ラ
関

係
の
仕
事
が
メ
イ
ン
の
組
織
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
市
町
村
の
鳥
獣
被
害
と

公
共
事
業
に
関
係
す
る
民
間
護
衛
、

こ
の
２
つ
し
か
実
際
は
活
動
し
て

お
ら
ず
、
趣
味
と
し
て
の
狩
猟
を

辞
め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ク
マ
以
外
の
鳥
獣
駆
除
で
は
、

札
幌
市
は
全
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

な
り
、
運
搬
や
処
理
、
処
分
は
一

環
境
の
変
化
に
伴
い

猟
友
会
の
あ
り
方
も
変
化

ᴹ
ᴹ
๺
ւ
ಓ
ྌ
༑
ձ
ࡳ
ຈ
ࢧ
෦
の
活

動
内
༰
に
つ
い
て
教
͑
て
Լ
さ
い
。��

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
な
の
で

色
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

安
全
対
策
、
狩
猟
技
術
、
道
徳
の

研
修
会
や
座
学
講
座
な
ど
に
よ
る

会
員
教
育
、
新
人
育
成
に
力
を
入

部
を
除
き
無
償
と
な
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
支
部
が
少
し
特
殊
な
の
で
す

が
、
ク
マ
以
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
動
し
て
い
る
支
部
は
他
に
な
い

と
思
い
ま
す
。
鹿
に
関
し
て
は

や
っ
と
札
幌
市
で
集
積
場
を
作
っ

て
く
れ
た
の
で
、
そ
こ
に
持
ち
こ

み
や
す
く
は
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
行
政
に
は
働
き
か
け
を
し

て
、
ハ
ン
タ
ー
が
活
動
し
や
す
い

環
境
を
一
緒
に
構
築
し
て
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

自
然
と
ڞ
生
す
る
ࣾ
ձ
を
目

指
す
た
Ί
、ङ
ྌ
ऀ
の
立
৔
か
ら
՝

୊
が
あ
れ
͹
教
͑
て
͘
ͩ
さ
い
。

市
町
村
ご
と
に
財
源
や
環
境
も

異
な
る
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
関
係
者
と
よ
く
話
を
し
て

い
る
こ
と
は
、
都
市
圏
と
農
村
部

で
は
状
況
が
違
う
の
で
、
大
都
市

近
郊
で
生
じ
る
野
生
動
物
に
対
し

て
総
合
的
に
対
応
が
で
き
る
札
幌

独
自
の
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
。
他
の
自
治
体
や
駆
除

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
で
は
駆
除
関
係
で
行
政
と
の

橋
渡
し
も
あ
り
ま
す
。「
ヒ
グ
マ

防
除
隊
」
に
関
し
て
は
、
経
験
豊

富
な
人
材
に
よ
る
即
応
体
制
の
構

築
か
ら
、
直
接
札
幌
市
と
札
幌
支

部
が
契
約
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
被
害
防
止
が
メ
イ

ン
の
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
い

う
国
費
の
支
援
が
あ
る
駆
除
組
織

も
あ
り
、
他
の
市
町
村
で
は
鹿
の

駆
除
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
札
幌

で
は
、
他
の
市
町
村
と
異
な
り
、

J
A
さ
っ
ぽ
ろ
が
捕
獲
許
可
申
請

者
と
な
っ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駆

除
隊
」
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
札
幌
市

で
も
鹿
の
農
業
被
害
が
多
く
な
り
、

実
施
隊
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
話
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
２
年

前
く
ら
い
か
ら
関
係
者
と
話
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

猟
友
会
に
関
し
て
お
話
し
す
る

と
、
我
々
は
親
睦
団
体
な
の
で
、

隊
で
は
や
っ
て
い
な
い
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
中
ど
こ
を
見
て
も
２
０
０
万

人
の
都
市
に
、
人
を
襲
う
こ
と
も

あ
る
動
物
が
い
る
と
こ
ろ
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
我
々
も
出
来
る
事

は
行
政
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
が
、
こ
の
稀
な
環
境
に
暮
ら
す

札
幌
市
民
も
ヒ
グ
マ
に
対
し
て
正

し
く
理
解
し
て
、
正
し
く
恐
れ
る
。

ど
ち
ら
も
同
じ
場
所
で
共
生
し
て

い
く
為
に
ま
だ
ま
だ
取
り
組
め
る

こ
と
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
都
市
特
有
の
環
境
の
中

札
幌
独
自
の
対
応
を
目
指
す

๺
ւ
ಓ
ྌ
༑
ձ
ࡳ
ຈ
ࢧ
෦

特
集
�  

ࣗ
વ
と
ڞ
ੜ
͢
Δ
ࣾ
ձ

঺հྫࣄ

02

๺ւಓྌ༑ձࡳ�ຈࢧ෦��
ձһ૬ޓの親ກをはかΓɺङྌ஌ࣝのීٴ
͓よͼङྌ道ಙの޲上を通͡てɺङྌのద
ਖ਼化をはかる͜ とを໨తとして׆動している。

ҭ੒に΋ྗをࡐ部ではձһ਺が૿Ճしているதɺਓࢧຈࡳ
ೖれている。

保
存
す
る
か
、
ः
அ
す
る
か
の
計

画
的
管
理
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
大
型
獣
の
移
動
を
๦
͗
つ

つ
、
生
態
学
的
回
࿓
の
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と
は
工
夫
次
第
で
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
防
風
林
や
河
畔
林

が
あ
れ
ば
、
一
定
の
部
分
で
ः
அ

す
る
、
ク
マ
が
身
を
Ӆ
し
や
す
い

よ
う
な
や
ぶ
が
あ
れ
ば
מ
る
、
河

川
ෑ
の
מ
り
払
い
を
す
る
な
ど
出

来
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

Ѵ
川
市
で
は
஧
別
川
や
ੴ
狩
川
を

伝
っ
て
ク
マ
が
৵
入
し
て
く
る
の

で
、
開
発
局
と
協
力
し
て
河
畔
林

を
所
々
ズ
バ
ッ
と
切
り
、
そ
こ
に

電
気
柵
と
؂
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
৵
入
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
と

い
う
方
策
を
と
っ
て
い
ま
す
Ͷ
。

ڮ
ຊ

ࡳ
ຈ
市
の
ヒ
グ
マ
対
策
の

検
討
会
で
は
、
ヒ
グ
マ
の
ઐ
໳
家

だ
け
で
は
な
く
都
市
緑
化
や
ܠ
観

生
態
学
を
ઐ
໳
と
す
る
研
究
者
に

も
ࢀ
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

街
づ
く
り
や
土
地
利
用
の
あ
り
方

と
い
っ
た
社
会
環
境
の
視
点
か
ら

も
、
管
理
ख
๏
の
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ᴹ
ᴹ

ώ
ά
Ϛ
と
ڞ
生
す
る
ࣾ
ձ
を

࣮
ݱ
す
る
た
Ί
に
、
Ͳ
の
よ
う
な

՝
୊
が
あ
る
と
͓
ߟ
͑
Ͱ
す
か
。

෢
ా

大
切
な
の
は「
正
し
く
知
っ

て
正
し
く
お
そ
れ
る
」
こ
と
。
ヒ
グ

マ
の
生
態
を
知
り
、
出
遭
わ
な
い

た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
行
動
し
た
り
、
エ
サ
に
な
る
も

の
を
市
街
地
に
์
置
し
な
い
な
ど
、

人
間
側
の
行
動
が
重
要
で
す
。
交

通
事
故
で
死
ん
だ
シ
カ
の
死
体
を

道
路
࿬
に
์
置
す
る
こ
と
も
ヒ
グ

マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。
車
や
人
に

׳
れ
た
り
人
間
の
食
べ
物
を
ޱ
に

し
て
し
ま
っ
た
ヒ
グ
マ
は
܁
り
ฦ

し
出
没
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
Ỷ
う
。

農
耕
地
の
山
際
の
人
目
の
ಧ
か
な

い
場
所
に
作
ら
れ
た
ࣂ
料
用
デ
ン

ト
コ
ー
ン
畑
な
ど
も
ク
マ
に
と
っ

て
は
͝
ち
そ
う
で
す
。
ま
ず
は
正

し
い
知
識
に
基
づ
い
て
対
策
を
し

て
ほ
し
い
。
道
で
は
理
解
を
深
め

る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
֤
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ָ
し
く

ヒ
グ
マ
の
生
態
を
学
べ
る
「
ヒ
グ

マ
検
定
」
な
ど
ී
及
ܒ
発
を
強
化

し
て
お
り
ま
す
。

ڮ
ຊ

ま
た
、
野
生
動
物
管
理
の

ઐ
໳
的
知
見
を
有
す
る
行
੓
職
һ

や
、
ヒ
グ
マ
に
対
応
で
き
る
捕
獲

ै
事
者
の
育
成
・
確
保
も
急
務
で

す
。
道
・
市
町
ଜ
職
һ
へ
の
֤
種

研
修
や
捕
獲
ै
事
者
の
実
情
や
՝

題
の
把
握
、
୲
い
ख
育
成
の
た
め

に
ベ
テ
ラ
ン
の
ϋ
ン
タ
ー
さ
ん
か

ら
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制

度
を
作
る
こ
と
な
ど
も
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ク
マ
の
場
合
は

い
く
ら
ٕ
ज़
が
す
͝
く
て
も
獲
れ

な
い
場
合
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す

し
、
ٯ
ऻ
を
受
け
て
人
身
事
故
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ベ

テ
ラ
ン
か
ら
新
た
な
世
代
へ
の
ٕ

ज़
の
継
承
は
急
が
Ͷ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

෢
ా

Կ
よ
り
人
と
ク
マ
の
空
間

的
住
み
分
け
を
尊
重
で
き
る
社
会

に
な
る
と
い
い
で
す
よ
Ͷ
。
そ
の

た
め
に
も
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
実
૷
化

や
計
画
的
な
個
体
数
管
理
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
今
後
も
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

๺ւಓڥ؀ੜ׆෦ࣗવہڥ؀
໺ੜಈ෺ରࡦ՝ɹώάϚରࣨࡦ
ਓとヒグマのよΓྑ いڞଘを໨ࢦしอޢと͋
ͭれ͖の௿ݮを໨తとしたɺヒグマ؅ཧܭը
のਪਐとࣗ ࣏ମとの࿈ܞɺ一ൠࢢຽ΁のܒ
ൃとଟذにわたる׆動をߦっている。

๺ւಓྌ༑ձࡳ�ຈࢧ෦
෦௕ࢧ

Ԟా�๜ത

北海道の観光 自然・都市の観光利用と保全

地にۙͮ֗ࢢ の͘を๷͙たΊɺמΓ෷い
。動をする地Ҭॅຽ׆

৿ொ三ଲのϏート畑を࢝Ίɺอશରࡦと
してిࡤؾを設置している畑΋ଟい。

؅ཧા置と؅ཧਫ४のؔ܎
現計画の地域個体数群存続のための措置に加え、あつれきを低減さͤるા置を௥Ճしɺݸମ਺؅ཧを͏ߦ。
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